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は し が き

財旧 本 情 報 開発 協 会 では、 昭和44年 か ら昭和46年 の3ケ 年 にわ た っ て

「デ ータ バ ンク研究 委 員 会」 を設 け、 デ ータバ・ンク に関 す る調査 研究 を進 め

て きた が、 そ の成 果 につ い て は、 下記 報 告 に ょ りす で に発 表 され てい る。

(1)デ ータ バ ン ク シ ンポ ジ ウ ム(昭 和45年2月)

(2)ア メ リカ のデ ータ バ ンク → 情 報 ネ ッ トワー ク海外 調査 団報 告 書

(昭 和45年6月)

(3)デ ー タバ ンク研究 に関 す る中 間報 告 書(昭 和45年6月)

(4)ア メ リカ のデ ータノ・ンク に関 す る資 料(昭 和46年1月)

(5)カ リフ ォル ニ ア州 のデ ータ バ ンク(昭 和46年6月)

(6)デ ー タ バ ンク研究 報 告(昭 和46年6月)

上 記 デ ータバ ンク に関す る研 究 過程 に おい て、 デ 一夕ノミンク の開発 に先立

って重 要 な こ とは 、 デ ータ ニーズ の把 握 お よびデ ータ収集 等 をい か に行 な う

か とい った デ ータ そ の もの の究 明 を行 な うこ との必 要性 が 痛感 され た。 そ こ

で、 昭 和47年4月 に 「デ ータ 開発 研究 委 員会 」 を 設 け、 デ ータ 開発 に関 す

る研 究 を進 め て きた。 そ の結果 は、昭和48年3月 の 「デ ー タ開発 研 究 報告 」

に詳 らか で あ る。

本年 度 の デ ー タ開 発研 究 委員 会 は 、昭 和47年 度 の研究 成果 をふまえ、具体

的 に情 報 シス テ ムを作成 して、種 々の実 験 を試 み た。 そ の成 果 は 、提 言 と し

して巻 末 に集 約 的 に表現 され て い る。

この報 告 書 は3部 の構 成 か ら な っ てお り、 第1部 で は デ ータ 流通 とそ の フ

レ_ム ワー ク の設 定 、及 び フ レー ム ワーク に おけ る もろ もろの問題 点 の指 摘

とそ の中 か らデ ータ 開発 の方 向 づ けが な され て お り、第2部 では 、 デ ータ 開

発 の問題 点 のニ ーズ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドな 立 場 か ら の解 析 が な され、 そ の結

果 が叙 述 さ れ、 第3部 では、 ニーズ サ イ ドの 要請 をマ ネ ジメ ン ト技 術 が ど こ

まで吸 収 し きれ るか が論 じられ、 な か で もフ ァイル シス テ ム の柔軟 性 に関 す

るデ モ ンス トレー シ ョンが 提示 され てい る。
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デ ータ 開発 研究 委 員会 は下 記 の メ ンバ ーを もっ て構 成 され た もの で

北川 敏男

足立 哲朗

金成 洋治

工藤 照夫

久保 勲

鈴木 康

鈴木 雪夫

関 学

高瀬 保

中井 浩

林 知己夫

深田 正夫

藤崎 重隆

堀 比 呂志

馬越 善通

水野 武夫

水野 幸男

向井 保

矢島 昭

渡辺 龍雄

.九 州大学名誉教授

日本興業銀行計量 システム開発 室主任部 員

㈱ 日本総合 技術研究所 主任研究員

九州大学理学 部教授

日本電信電話公社東京電気通信局 施設課長

日本 開発銀行 設備投資研究所主任研究員

東京大学教授

興亜石油㈱業務部輸入課長

京都産業大学教授

日本 科学技術情報セ ンター資料 部主任情報員

統計数理研究所第2部 長

日本経 済デー ター開発 セン ター

日本経済新聞社情報企画部

関 西電 力㈱ ニ ューヨーク事務所長

財旧 本車両検査協会常任監事

日本鉄鋼連盟統計部統計管理課長

日本 電気㈱ コンピュータ方式技術本部

第1基 本 プ ログラム開発部部長

通商産業省産業構造課

電力中央研究所電力経済 研究所

通商産業省政策情報 システム開発 室長

この報告 書 は委 員 の協 力 に よ り、 再 三 の討 議 を重 ねた 結果 で あ る。 特 に第

1部 は 中井 浩 委 員 の寄 与 す る ところ が多 い。 また本 報 告 書 の作 成 に当 っては 、

住友 信 託銀 行 国際業 務 部 松 岡 温彦 氏 、 東 京 ガ ス シス テ ムセ ンタ ー東明 佐久 良

氏 、通 産 省情 報 管 理課 入 沢 元氏 、 日本 電 気㈱ 中島 淳氏 の ご援助 を得 た事 を附



記 した い。

な お、 この報 告 書 は 日本 小 型 自動 車 振 興 会 の機 械 工業 振興 資金 に ょる 「デ

ータ 開発 に関 す る研 究 の 昭和48年 度 報 告 書 」 に該 当 す る もの で あ る
。

昭 和49年5月

デ ータ開発 研究 委 員 会

委 員長 北 川 敏男
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第1章 デ ー タの流 通 とそ の機 能 モ デル

人間 は 、全 て の生物 と同様 に 自然の 中 に あ る存 在で あ り、 また い くつかの種 類 の動 物 と同様

に社 会 を形成 し、その 中 での み生存 し得 る存在 で ある 。 しか し、他の全 て の動物 と異 な り、 自

か らの力 で 自か ら の環 境 を創 り出 し得 る存 在 で もあ る。 その 自か らの環 境 を創 り出す力 の 一 つ

が 、人 間 の外 界 を記述 し、心 の 内 なる世 界 を画 き 出す 言 語で あ り、 また他 の或 る一 つが 、そ の

まま で は価 値 な き もの を価値 ある もの とす る技 術 で あ る。

我 々 の社会 は、言語 を通 して の コ ミュ ニケ ーシ ョンに よって維 持 され て きた。そ の コ ミュニ

ケー シ ョンは 、技 術 の発 展 を全 て吸 収 して発 展 して きた。 そ して 、 コ ミ三ニ ケ ー シ ョンの発展

は 、社会 の様 相 を も変 化 させて きた。 この コ.ミュニ ケ ーシ ョン を社会 との関 連 におい て論 ず る

立 場 は す でに長 い歴 史 を もち、 多 くの業 績 が ある。 ま た コ ミュ ニケ ーシ ・ンを技術 との 関連 で

論 ず る立場 も、通信 理 論 、通 信工 学 と して、 ここ30年 ばか りの 間に、 驚 くべ き成 果 を生み 出

して きた 。 しか し、 この コ ミュ ニケ ーシ ョンを、 社会 と技術 の双 方 との 関連 の中 で把 え よ うと

す る試 み は まだ 日も浅 く、解 明 され ない 多 くの問 題 を残 してい る。 本委 員会 が研究 対象 と して

きた1「デ ー タ開発 「[もそ の解 明不 充分 な る分野 の 一 つで あ る。 コ ミュニ ケ ーシ ョンは 、人 間の

社 会 にお い ては 、驚 くべ き多 くの姿 を もって現わ れ て くる。 二 人の人 間の間 で の会 話 、多 くの

人 間 の 間で の討 議 、宇 宙 ス テ ーシ ョンか らの 惑星 表面 の映 像 の伝 送、 組織 の 中で の指令 、通 達 、

報 告 の伝 達 等 で ある。 これ らの 中で デー タ開発 は、情 報 を 発生 させ る多 くの源 が あ り、情 報 を

必 要 とす る受 信 体 、す なわ ち情報 の ユ ーザ ーが数 多 くい る中で 、情報 を必 要 とす る人 の所 に 、

必要 と した 時 に、必 要 とす る情報 が伝 送 され る とい うコ ミュニケ ーシ ョン にお いて問題 となる

テ ー マで あ る。

情 報 とい う概 念 は極 めて 広い もので あり、 多 くの レベ ルで取扱 われ る。信号 の 伝送 系 で は、

伝 送路 の上 に乗 る符号 の レベ ルで取扱 われ 、ま た あ る古代 文化 に関す る情 報 で は、博 物 館 の一

室 を 占め る古文 書 の 山や粘土 板 の累 積 の レベル で論 ぜ られ る。我 々が 、 ここで 問題 とするtlデ

ータ 「1は
、社 会 で 知的 な生産 活動 を して い る人に とっ て必要 とす る知識 、それ が1つ の数 値 で あ

るか 、1つ の単 語 で あ るか 、1つ の記号 で あるか 、1つ の文 で あるか 、 あるい はそ れ らの 複雑

な組み合 わせ で あるか は問 わ ず 、その知 識 の レベ ル で取扱 う情 報 で ある。 デ ー タを発 す る多 く

の 源 が あ り、それ を必 要 とす る 多 くのユ ーザーが あ り、その相 互 の間 に直接 の 対 応が ない とき、

そ の 間 に コ ミュニケー シ ョンを成 立 させ る仕組 み が 、 デ ータの 流通過程 で あ る。 この デー タ流

通の 仕組み は 、技術 的 にみ る とき信号 の伝 送 の仕 組 み 、す なわ ち通信工 学 よ りも複雑 な もの で
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あ る。信号 の伝 送 系 にお い ては、 情 報源 は 、 アル フ ァベ ッ トとそ の文字 の選 択規則 に よって モ

デル 化 され る。 また通 信 系路 は、 発 信信号 の アル ファベ ッ トとその 中の 文字 の選 択確 率 、お よ

び受 信信 号 の アル ファベ ッ トとそ の選択 確率 に よ って数 学 的 にモ デル化 され る。 信号 伝 送の忠

実 さ を高 め る ため には 、情 報源 か らの メ ッセ ー ジを信号 に変 換 す る写像 と して符 号 化が あ り、

受 信信号 か ら発 信信 号 を複元 す る変 換 と符号 化 の逆 写像 との複合 写 像か ら成 る復号 化が ある

(図1-1)。

情 報 源 発 信 信号.受 信 信号
φ

(X,Po)(U,P)(U×W,R)(W・Q)

一
一1φ

`

X:情 報 源 か らの メッセ ージを構 成 す る記号 の集合(ア ル ファベ ッ ト)

Po:そ の 中の各 文字 を選 択 す る確率

φ:情 報源 の メッセ ージを発信 信号 に変換 す る1対1写 像(符 号 化)

U:発 信 信号 を構成 す る記号 の集合

P:そ の 各記 号の 出現 す る確 率

W:受 信 信号 を構成 す る記号 の集 合

Q:そ の各 記号 の 出現 す る確 率

R:Uの 中の1つ が発信 され た と き、Wの 中 の1つ が 受信 され る確 率の 集合

●:受 信信号 か ら発 信 信号 を復 元 す る写 像

di-i・V:受 信 信 号か ら情 報源 の メ ッセー ジを復 元す る複合 写像(復 号 化)

図1-1信 号 伝 送 の機 能 モデル

これ に対 し、 デ ータの 流通 過程 では 、情 報源 に対 応 す る デー タ発生源 が数 多 く存 在 す る。単 に

数 が 多い だけ で な く、 それ を記述 す るアル ファベ ッ トが単 一では ない(こ のア ル フ ァベ ッ トの

複 雑 さがkデ ー タ フ ァ イルにお い て 、構造 の問 題 と して取 扱 われ る)。 次 に信 号 の伝 送系 では 、

受信 体 は 、情報 源か らの メ ッセ ージを で き るだ け忠実 な 形で受 取 る機 能を もつ もの と して のみ

取扱 われ る。そ れ に対 して 、デー タのユーザーは発 生源 とは 一応 独 立 して存 在 し、発生 源 か らの

デ ー タとは切 離 され た独 自の特 性 を もつ 。 すな わ ち デー タニ ーズ と して取 扱 われ る。 そ して 、 ・

発 生 源 とユ ーザ ーは 直接 の対 応 を持 たず 、発 生 源 はそ の デ ータをい つ、誰 が 、 どこで、何 のた
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め に、如何 な る形 で利 用 す るか を知 らず 、 ユー ザ ー も自分 の必要 とす るデ ータを、 いつ 、誰 が 、

どこで、何 のた めに 、如 何 なる形(記 号 、媒体)で 発 生 させ るか、 あ るい は発生 させ たか否 か

す ら知 ら ない。 デ ー タの流 通過 程 は この よ うな デ ータの発生 源 とユ ーザ ーを結 びつ け 、ユ ーザ

ーが デー タを必要 とした ときに 、必要 と した もの を伝 え る仕 組 み と して モ デル化 され なけれ ば

な らない。 しか し、 この モ デル は、信 号 の伝送 系 の理 論 、す なわ ち通 信理 論程 の厳 密 さで は、

ま だ理論 的 に画 ききれ てい ない 。以下 に おい て は、本 報告書 で 必要 な程度 の粗 さで の モデ ルを

画 き、そ の問題 点の 概略 とそ の解 決 の一 つの試 み につ いて 言及 す る。
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第2章 デ ータ通信の成分機能におけ る問題 点

デ ータ流通 の粗 い モデ ル と して 、図1-2程 度 の もの を考 え る。 発生 デ ータ(信 号 の伝送 系

におけ る情 報源 に対 応 す る)は 、 伝送 系 での 符号化 に対応 して ファイル化 を うけ る。 ファ イル

の 中で は 、発生 デー タは 、個 体(individua1ま たはentity)に 対す る属性 と して把 え ら

れ る。そ の個体 の集 合 が フ ァイル の対 象 とな る。 個体 のそれ ぞれ の属 性 は 、属性 値 に よって表

現 され る。そ して、如 何 なる対象 を如 何 な る属 性で把 え 、そ の属 性値 に対 し如 何 なる基 準で属

性値 を与 え るか が 、 フ ァイル 内 デ ータの特 性 で ある。 また 、属性 と属 性 、 あ るいは 属性 値 と属

性値 との 関係 は、 デ ータ構造 と して把 え られ る。 デー タ構造 と して把 え られ た デー タは フ ァイ

ル の記録 媒体 上 に 、論 理 的 か つ物 理的構 造 を もつ もの として表 現 され る。 これが ファ イル構 造

で あ る。復号 化 に対 応 す る過程 は 、 より複 雑 で あ る。 デー タ ニー ズは 、先 ず如 何 なる デー タを

必 要 とす るか とい う質 問文 と して フ ァイル に与 え られ る。 フ ァイル を更新 し、整 理 し、質 問 を

うけ 、 デー タを とり出す働 きは ファ イル管理(フ ァ イルマ ネ ージ メン ト)と 呼 ばれ る。 とり出

され たデ ー タは 、 デー タニ ーズの 指示 す る デー タ処理 を うけ、 ユ ーザ ーの情 報 シス テ ムの 中に

取込 まれ る。

さて 、 この粗 い モ デルの 各成 分 に おい て 、我 々が これか ら解 決 して行 か ね ば な らぬ 問題 が山

積 して い るので ある。

6

ユ ーザ ーの情報

処 理 システ ム

図1-2デ ータ流通 の機能 モ デ ル
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それ を列 記 してみ る と次 の とお りで あ る。

(1)デ ータ発 生源 は、 通 常 、 自己の デー タ発 生 目的(理 由)に よ って 発生 させ るので あって 、

それ 以外 の 目的(特 に他 の ユ ーザ ーの利用 目的)の ため に発 生 させ るの で は ない。 この た

め発 生源 の 発生 目的 が変化 す れ ば、 デ ータ特性 が全 く変 化す る。 これは 他 の ユ ーザ ーに と

っては非 常 に 困 る問題 を提 起 す る。

(2)デ ー タ ニーズに は定型 業務 か ら起 こる もの と非定 型 業務か ら起 こる もの とが あ る。定t2]

的 ニ ー ズの場 合 、そ の必要 とす る デー タ もま た定型 的発 生源 か ら得 られ る場 合 には 問題 は

非常 に簡 単 とな る。 しか し、定型 業務 に おい て も、仕事 の性 質 が変 わ る こ とは常 に あ り得

る ことで ある。 非定 型 業務 か ら起 こる ニ ーズは 、それ を類型 化 で きれ ば まだ し もシ ステ ム

化 で き るが、そ れ す ら困難 で ある場 合 が 多い 。

(3)フ ァ イルは 、対 象、 属 性 、属性 値 、属性 値決 定基 準 お よび属性 と属性 値間 の構 造 で特 性

づ け られ る。 これ らが、一 義 的 に決定 で きる デー タは問題 は ないが 、ほ とん どの デ ー タは 、

これ らの 中にambiguity(あ い ま い さ)を もつ 。 これ が ニ ーズ を質 問 文 に変 換す る際 の

ambiguityを 生 み 、検 索精度 を落 とす。

特に 、人 間 の主観 的判 断 で属性 値 を決定 しなけれ ば な らない ケ ースで は、 この問題 は 深

刻 であ る。

また 、一 つ の デ ー タニ ーズ を一つ の ファイルが充 たす場 合 はまだ よいが 、一 般 には 、一

つ の ニ ーズに 対 し、 い くつか の フ ァイ ルか らデー タ を供 給 しなけれ ば な らない。 この場 合 、

フ ァイル 内 デ ータ特 性 が整 合 で ない とき、利 用側 はその 補正 に 苦 しま ねば な らない 。

(4)フ ァ イル 内デ ー タが数 値 で あ り、それ を利 用で きるシ ステ ムの アル ゴ リズ ムが 確定 して

い る場合 は 、問題 は簡 単 で あ る。 ま た 、 ファ イル 内 デ ータが非数 値 で あ って も、 デー タそ

の もの を単 純 な編集 を行 な って 出力 す る場 合 も、簡 単で あ る。 しか し、 非 数値 デー タ(特

に文章)に 処理を加えたり、非数値データと数値データを組み合わせて何らかの定性的回

答 を求 め る とい うニ ーズ は極 め て高 い。 これ らに 対 しては 、理論 的 解 明 も技 術 的近 似シ ス

テ ムもま だ成 功 して い ない。

これ らの諸 困難 は 、今 まで 人間 が 、人間 の 目と手 と頭で操 作 していた フ ァ イル にお いて は 、

表面 化 しなか った問 題 で あ る。 しか し、人 間 の疎 外形態 と して の アル ゴ リズ ム に よって のみ 動

く他 者 、す な わち コン ピュータ ーの登場 と共 に表面 化 せ ざるを得 な くな った もの で ある 。我 々

は今 、情 報 、 あ るい は デー タそ の もの の持 つ本 質的構 造 につ いて 、 シ ャ ノンや ウィーナ ーに よ

って一与え られ た情 報 イ メー ジか ら脱 皮 しなけれ ば な らない'ことを知 らされ つ つあ る。 更 に、人
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間 の もつ従 来 の 「計 算 可能 」の 概念 では 解 ききれ ない もの を解 か ね ば な らない とい う課題を我

々に 投げか け てい るの で ある 。我 々が ここで 「デ ータ開 発」 と呼 ん でい る もの は、本 質 的 には

これ らの諸 問題 の解 決 へ の 方途 とい え る。

一8一



■

】
「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー∀

第3章 本報告書 の取扱 う問題点

これ らの極 め て本 質 的 な問題 点を理 論 的 に解 決す ることは、我 々情 報関係 者 の これ か らの厳 し

い課 題 で あ る。 この 道 は、既成 概 念 の批 判 と新 しい 考え 方 、特 に ソフ トサイエ ンス、 ある いは

テ クノ ロジ ーと呼 ばれ る分野 での 試み を一 歩 一歩 積 重ね なけれ ば ならない 。本委 員会 も、 この

ささや か な一 歩 を試 み たので あ る。本 委員 会 は昨 年 の報告 書 の 中で、 これ らの問題 に対 して、

デ ータ発生 、処 理 理論 、処 理技 術 につ い て現状 を概 観 した。 そ して本年 度 は 、 問 題 の 焦 点 を

「デー タニ ーズ とフ ァイルの 関係 」 に絞 ったの で ある 。その理 由は、 ニー ズは定型 業 務 に よる

もの にせ よ多様 であ り、変 化 す る もの で あ り、 また 限 り な く欲深 い もので ある(技 術 がそ れを

充 た した瞬 間 に 、よ り高度 な要 求 をつ きっけ る もの で あ る)。 それに対 して 、 流通 過程 が 対応

す るため には 、最 初 の フ ィ ー ド ・バ ックは ファイル に向 け られ る。 デ ータ構 造 の変 更 か ら ファ

イル に構造 の変 更が要 求 され る。 これ は、究極 的 に は デ ータ発生 源に フ ィー ドバ ックされ るぺ

き もの で あ るが 、技術 問 題 をは るか に超 え た社 会 問題 で もあ り、それ を深 追 い す る こ とは 思い

止 ま り、問 題 指摘 に止 めた。 しか も この発 生 源か らの デ ータの特 性変化 は 、再 び フ ァ イル内 デ

ー タ構 造 と ファ イル構 造 の変化 とな る もの であ る。本 報告 書 の最 初に追 い求 め た もの は 、実際

の デ ー タの利 用 現場 にお い て 、デ ー タニ ーズは一体 如 何 に あ るのか、それ に対 して 既存 の デ ー

タベ ースの 考 え 方は どの程度 充 す こ とが可 能 で あ るか 、ま た もしそ こに ギャップが 存在 す る場 合

に は如何 に してそ れ を解決 す れ ば よい か で あ った 。 このた め 、我 々はまず 企 業 に関 す る情 報 を

処理 す るパ イロ ッ トシス テ ムを設 計 し、そ れ を想 定 され る ユーザ ーに提示 す るこ とに よ り、 ユ

ーザ ーか ら各 種の 問題 点 の指摘 を受 け 、次い で これ らの問題 点 の中か ら、 フ ァイ ル特 性 、 フ ァ

イル構 造 、 フ ァ イル管 理 、デ ータ処 理 の技 術 へ の問題 点 を類型 化 ・抽象化 し、 ファ イル技術 へ

の要 請 と してま とめ た。 これ が第2部 の テ ーマで あ る。

この ニーズ側か らみ た フ ァイル技術 への 要請 を 、 フ ァイル技 術 としては如何 に 受け とめ るべ

きか が我 々の 次の 課題 で あ っ た。従 来 、 フ ァイルに つ いて書 かれ た教科書 は 、 どち らか とい え

ぱ 、 「総 合 化(Integration)」 を志向 す る傾 向 が強 か った といえ るで あろ う(我 々が当初

に設 計 した パ イ ロッ トシス テ ム もその 中 に入 る といえ る)。 そ れに対 して 、我 々が ユ ーザ ーか

ら得 た結 論 は逆 の方 向 であ った 。す なわ ち 、

(1)ユ ーザーは 、そ れぞ れの 目的(ニ ーズ)を 持 ち 、その 目的 のた めに少 しで も利用 しや す

い デ ータを求 め よ うとす る 。 したが っ て、 この ニ ーズのた めに作成 され た フ ァ イ ル 以 外

(し ば しば この ため に作 成 され た ファ イルに.変更 す る こ とは可能 で あ るが)は 、 そ の ニ 一
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ズをみ たす ことは で きない。

(2)フ ァ イルは 、そ れぞれ の 目的 に よ ってそ れ ぞれ の特性 を持 つ もの と して 作成 され る。 こ

の ため汎 用的 な大 ファ イルは非現 実 的 で あ り、今 後の デ ータ利 用 にお い ては、 フ ァ イルの

相 互 利 用が 不可欠 であ る といえ る 。 フ ァイル の相互 利 用 を前提 と した社会 的 流通 システ ム

を考 え る ぺ きであ ろ う。

(3)ニ ーズは常 に変 化す る。 また デ ータ源 も変 化す る。 この変化 に対 応す るため に は、 ファ

イルに柔 軟性 を持 たせ る必要 が あ る。 しか し、この柔 軟性 を 「汎 用性」 と錯 覚 して はな ら

ない 。 システ ムは常 に 目的 を持 ち、そ の 目的 に合 わせ て シス テム特 性 が決定 され る。 汎用

性 とは シス テ ム特性 の問題 で あ る。 そ れ に対 しシス テ ムが柔軟 で あ る とい うことは 、必ず

しも予 測 で きない要 請 に よ って シス テ ム特 性 が変 更で きる とい うこ とで あ り、 目的が 確定

しない 。 すな わ ち システ ム特 性 の 問題 で は な く、 シス テ ム とそれ を造 りそ れ を用 い る人間

との関 連 の 中(よ り入 間側)に お け る問題 で ある 。

(4)信 号 の伝 送 シス テム(通 信 理論)に お い ては 、雑 音特 性 の悪 い チ ャンネ ルの効 率 を高 め

るた めに 、 チ ャン ネルの持 つ情 報 源の 内 部情 報量 を用 い る(シ ャノンの 符号 化基 本定 理)

が、 これ と同 じ よ うに情 報 の 流通 に おい て も、発 生情 報 が持 つあい まい さ 、フ ァイル化 に

伴 って起 る あい まい さ を解 決 す るた め 内部情 報 の利 用 が課題 にな る とい う もの で あ った。

この 方 向で ファ イル技 術面 か らのい くつか の提 言 を行 な った。 我 々が 当初設 計 した パ イロ

ッ トシス テ ムそ の まま では柔 軟性 に 乏 しい とい え る。 この ため 我 々は 当初 の単 一樹 型 の フ

ァイル シス テ ムを比 較的 単純 な技 術 的改 良 を加え るこ とに よ って 、多 くの サ ブフ ァイルの

集合 体 と してそ の相 互利 用 を基本 構 造 とす る ファ イル シス テムへ変 革 で き るこ とを実 証 し

た。 これ は 、 フ レキ シ ビ リテ ィに対 す る一 つ の極 め て重要 な考え 方で ある。 そ して 、その

改 良型 を用 い てい くつかの 実際 的 問題 につ い て シ ミュレ ーシ ョンを行 なった。 以上が 第3

部 の テー マで あ る。 これ らの結 果 は 、従来 の フ ァイルに対 す る議 論が 現実 に シ ス テ ムを造

った報 告 にす ぎないか 、 あ るいは 、単 なる抽 象的 議論 で あ ったの に対 し、基本 的 問題 を常

に底 辺 に お きつつ 、現実 問題 を前 に して議 論 を行 な った とこ ろが最 も特徴 とい え るで あろ

う。 わず か な メンバ ーが 、限 られ た稼 動環 境 の 中 で行 な った研究 で あ る。 しか し、 これ ら

の 中か ら我 々は、 巻尾 に述 べた提 言 を単 な る抽 象 論 として では な く導 き得 る と思 うの であ

るo
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来
第1章 パ イ ロ ソ トシ ス テ ム:System-X

■ 『

我 々は 、 デー タ開 発 の研 究 を実 証的 に進 める ため に、(1)パイ ロッ トシス テ ムを本委 員 会 の ワ

ーキ ンググ ルー プで設 計 し、② これ を想定 され る ユ ーザーに提 示す る こ とに より、(3)ユ ーザ ー

が持 つデ ー タニ ーズ を把え 、(4)そこか ら デ ータ利 用の 特性teよ び デ ータの特 性 を摘 出 す る こと

を試 み た 。

パ イ ロッ トシステ ム と して 、企業情 報 に 関す るオ ン ラ イン情 報検 索 システ ムを と りあげ た。

この理 由は 、同様 の シス テ ムが すで に数 ケ所 の政府 機 関、民 間 企業 におい て 作成 、 あ るい は検

討 され てい る こ と、ま た 他の情 報 システ ム、特 に プ ランニ ング情 報 シス テ ムを 開発す る うえ で

の典 型 的 な例に な り うる と思 われ た ことな どに よる。

*System-Xの 設計 に あ た って は、通 産省 で すで に開発 され てい るKIMS(企 業 情 報 マネ

ージメ ン トシス テ ム)を 参 考 と した。

u

r

1.1System-Xの 概 要

System-Xは 、企 業 情 報 に関 す るオ ン ライ ン情 報検 索 システ ムで あ り、 タ イ ムシ ェア リ

ン グシ ステ ムの もとで動 作す る。 そ の主 な機 能 は、

(1)与 え られ た条 件 を満 す デ ータ を選択 す る

② 選択 され た デ ータの 内容 を出力 す る

の2つ で ある。

蓄 積 デ ータは次 の とお り で、 デ ータ ソ ースは有価 証券 報告 書 で ある(蓄 積情 報の 詳細 は別

添1に 掲 げ て ある)。

01企 業 の概 要

本社 所在 地 、 代表 者 名 、事 業内容 、資本金 、設立 年 月 、従業 員数

2

パ0

44

5

6

7

0

0

0

0

0

0

冗 上(主 要製品別売上金額、数量)

生 産(主 要製品別生産能力、生産金額、数量)

事業所(事 業所所在地、敷地面積、従業員数、製品別生産能力)

輸 出(主 要製品別輸出金額、数量)

設備投資(部 門別、事業所別設備投資金額)

海外進出(海 外支店、出張所、現地法人等の所在地、従業員数、資本金、売上金額)
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8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

1

1

1

1

1

1

関連企業(関 連する企業名、資本金、事業内容)

役員名およびその役職名

借入金(上 位20行 の各借入残高)

株 式(発 行株式数、大株主名、持株数)

資 産

負 債

資 本

損益計算書

これ らの デ ータは3レ ベ ル の項 目番号 とそ れ に対 応す る項 目名 に よって表 わ され る。項 目

番 号 はGで 始 り、2桁 、4桁 あ るい は6桁 の数 字が 続 く。数 字 の桁 数 は レベ ルを表 わ し、2

桁 の もの は第1レ ベ ル、4桁 の もの は第2レ ベ ル、6桁 の ものは第3レ ベ ルの項 目で ある。

(例)

項 目 番 号

GO2

Go201

GO202

G・020201

GO20202

GO20203

項 目 名

URIAGE

SOURIAGE

SEIHINURIAGE

URIAGESEIHINMEI

SEIHINURIAGEGAKU

SEIHINURIAGERYO

ルベ

ー

2

2

3

3

3

レ

項 目を指定 す るに は 、項 目名 あ るい は項 目に対 して 、 格納 され る。 す な わ ち、上 の例 では

、Go202,GO20201,Go20202,Go20203tr(対 して デ ータが格 納 され る。 この ような

実 際の デ ータに対 応 す る項 目を基 本項 目と呼 ぶ 。 これ に対 して、GO2,GO202は 集 団項 目

と呼 び、 それ よ り下 位 の レベ ルの項 目全 体 を示 す と きに用い る。

検索 コマン ドで 指定 で きる のは基本 項 目のみ で あ るが、 出 力 コマ ン ドでは基 本項 目、集団

項 目いず れ を も指 定 す る こ とがで きる。

デー タの 中 には会 社 名 、設立 年 月の よ うに1項 目に 対 し1つ の デー タが対 応す る もの と、

売上 額 の ように時 系 列 の デ ータを持 つ項 目に対 しては 、何年 何 期 の デ ータか を指定 す るため

に 、-471(47年 上 期,-47H(47年 下 期),-47(47年 度 合計)の ような

記 号 を項 目名 また は項 目番 号 の 後 につ ける こ とが で きる。 また 、 デ ー タの種 類 に よっては 、

項 目名だ け では何 に対 す る デー タか が決 定 され ない ものが あ る。 た とえ ば、製 品 売上額 とい

一14一
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う項 目の場 合 には製 品名 を示 す必要 が ある。 この よ うな項 目に対 して は識別 項 目 とい う項 目

が つ け られ る。 た とえ ばGO20202.△SEIHINURIAGEGAKUに 対 しては 、GO20201

△URIAGESEIHINMEIが 識 別 項 目 とな る。

識 別項 目を持 つ項 目を検 索 の条 件 とす る とき には、 識 別項 目を同時 に指定 す る必 要 が あ る。

以 上 に述 べ た デ ー タ構造 の一部 を図 示す る と次 の ように な る。

∀

∫

会

GO201

SOURIAGE

総 売上 総 売上 総 売上

47上47下47計

製

売上額

47上

GO2

URIAGE

製 品名1

製'

売上 額

47下

製 品 売上

GO202

SEIHINURIAGE

GO20201

URIAGESEIHINMEI

製

売上額

47計

製 品名H

製品売

上 額

47上

GO20202

SEIHINURIAGEGAKU

図2-1System-Xの デ ー タ構 造
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1.2System-Xの 機 能

System-Xは 、 デ ー ぞの 選 択 お よ び 出 力 の2つ の機 能 を有 してteり 、 コ マ ン ドk－よ び パ

ラ メ ー タ ー を 入 力 す る こ とに よ り 、 ユ ー ザ ー と シ ス テ ム との 会 話 型 式 の も と で 動 作 す る 。

コ マ ン ドは 、 シ ス テ ム が コ マ ン ドを 要 求 した 時 に 入 力 す る 。

(例)

ツ ギ ノ コ マ ン ド ハ?

DISPLAYTOSIZAN

System-Xの コ マ ン ドは 、 次 の6つ で あ る 。

・SELECT

・-DISPLAY

・FILE

・DELETE

・LIST

・END

(1)SELECTコ マ ン ド

SELECT〔 条 件 式 〕

FILEコ マ ン ド で最 後 に 指 定 さ れ た フ ァ イ ル(FILEコ マ ン ドが 入 力 され て い な け れ ば

マ ス タ ー フ ァイ ル)を 対 象 と して 、 条 件 を 充 た す デ ー タ を 選 び 出 し 、 ワ ー ク フ ァ イ ル(中

間 フ ァ イ ル)に 記 憶 す る と と も に 、 そ の 該 当 件 数 を 出 力 す る 。

条 件 の 指 定 方 法 は 、SELECTに 続 け て条 件 式 を 入 力 す る。

・ELECT条 件1[{瓢 条件・{ぽ}… ・・]

条 件1、 条 件llは 次の 形式 とす る(項 目名 とある と ころは項 目番号 を使用 す る こ と もで き

る)。

(イ)項 目名LT

LE

EQ

GE

GT

NE

{・三劃
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●

、

↑

(ロ)項 目名 +

一

×

/

(2)DISPLAYコ マ ン ド

項 目名 T

E

Q

E

T

E

L

L

E

G

G

N

DI-[旙 』

数 値

最 後 に作 られ た 中間 フ ァ イル の デ ータの 内容 を出 力す る。DISPLAYに 続 け て 、× 印

を入 力す る と会 社 名の み を 出力 し、項 目名 を入 力す る と会 社 名の ほか に 指定 され た項 目の

内 容を 出力す る。項 目 と しては 、基 本項 目、集 団項 目 のいず れ を も指 定 す る こ とがで きる。

集 団 項 目を指定 した場合 には 、そ れ に含 まれ る全 項 目を出 力す る。

(3)FILEコ マ ン ド

・ILE[{:間
。。イ緒}]

以 後のSELECTコ マ ン ドの対 象 となる中 間 ファイルを指定 す る。 ×印 を入 力す る とマ

ス タ ーフ ァイルが 指定 され る。

(4)DELETEコ マン ド

DELETE〔 中間 フ ァ イル名 〕.

指定 され た中 間 ファ イルを消去 する 。

(5)LISTコ マン ド

LIST纏 講 」]

マス ター ファ イルの項 目番 号 、項 目名一覧 表 を 出力す る。 ×印は全 項 目 を、集 団項 目名

の場 合 はそれ に含 まれ る項 目番号 、項 目名 を 出力 する。

(6)ENDコ マン ド

System-Xを 終 了させ る。
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1.5System-Xの 利 用 例

System-Xは 、企 業 を 多面 的 に分析 す るた め の もの で あ る。そ の 利 用範囲 は 、以下 の例

に 示 す よ うに極 めて広 い といえ よう。

(1)財 務分 析

・ 配 当率 が10%以 下 で、社 内留 保率 が5%以 上 の会社 名

・ 総 資本利 益 率 がO .5%以 下 で、 設備 投 資額 が50億 円以 上 の会 社 名お よびその会 社 の

設 備投 資額

・ 関係会 社 売上 高 が100億 円以 上 の会 社 で、持 株比 率 が50%以 上 の 関係 会社 を有 す

る会 社名 お よび そ の関係 会社 名

② 立 ・地

・ 都 内 に5000平 米以上 の工場 を持 つ会 社 名 、工場 名 、工 場所 在地 お よびそ のそ の工

場 の敷地 面積

(3)国 際経 済

・ 輸 出額 が50億 以下 で 、海外市 場 開拓 準備 金 が10億 円以 上 の会社 名

(4)公 害 防止

・ 総 売上 額 が500億 円以 上で 、公害 防止 投 資額 が5億 円 以下 の会 社名

・ 原 料 に石 油 を6000kl以 上 使用 し、 大 気汚染 防 止投 資 額が1億 円以下 の会社

ザ
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サ ブ コマ ン ド ハLISTGo6

ゐ

デ ー タ ノ テ イ ギ ハ ツ ギ ノ

(*ハ キ ベ ツ ノ ア ル モ ノ)

Go6

GO601

GO602

Go60201

Go60202

トウ リ デ ス

YUSHUTSU

*SOYUSHUTSU

SEIHINYUSHUTSU

YUSHUTSUSEIHINMEI

*SEIHINYUSHUTSUGAKU

サ『フ'コ ーマ ン ド ハ

FO1-t53コ

サ ブ コマ ン ド ハ

FO2-40コ

SELECTGo601GE10000M

SELECTCGo601GE20000M

サ フ コ マ ン ド ハ

FO3-23コ

SELECTCGo601GE50000M

サ ブ コ マ ン ド ハ

FO4-7コ

SELECTCSOYUSHUTSU/SOURIAGEGEO.3

サ ブ コ マ ン ド ハDISPLAYSOYUSHUTSU,SOURIAGE

ト ヨ タ ジ ド ウ シ ャ ハ ン パ イ

SOYUSHUTSU

451

4511

45

461

SOURIAGE

451

4511

45

461

126,263,000,000

150,576,000,00'0

276,839,000,000

211,099,000,000

447,235,000,000

486,024,000,000

933,259,000,000

557,130,000,000
.●

b

ホ ン ダ ギ ケ ン コ ウ ギ ョ ウ

SOYUSHUTSU

451

4511

45

55,363,000,000

66,786,000,000

122,149,000,0・00

(下線の部分は利用者が入力する)

図2-2System-Xの 使 用 例
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第2章 デ ー タ利 用

2.1デ ー タ 利 用 の 特 性

次 に、前 述 のパ イ ロソ トシ ステ ム:System-Xを 想定 され る ユ ーザ ーに提示 する ことに

よ り、現実 の ニーズか らみ たSystem-Xの 有効 性 に つい ての指 摘 を受 け 、そ こか ら逆 に ユ

ーザ ーの データ利 用 の特 性の把 握 を試み た。

ユ ーザ ーか ら指摘 を 受 けた点 は 、主 に 次の とお りであ る。

(1)会 社 の トップマ ネ ージ ャ ーは 、各 社 の概 要 を知 りたい場 合 が 多い。 この ため 、項 目は必

要最 少 限 、 コンパ ク トに ま とま って一覧 で きるの が よい 。 しか し、 ミドル マ ネ ージ ャー、

・ア ー マネ ージ ャーは 、各 社 を調 査 、 分析 す るた め、企業 の す べて を知 りた い 。 このた め 、

項 目は で き る限 り多い 方 が よい 。有 価証 券 報告 書は 、非 常 に多 くの情 報 を含 ん でい るが、

そ れで も不 充分 で あ る。

② 企 業 の調 査、分 析 を行 な うた め には 、最 新 の デー タを必 要 とする が 、有 価 証券 報告 書 に

基 づ くデ ータ収 集で は 、数 ケ月遅 れ が普 通 で あ る。営 業 報告書 に基 づ くデ ータの方 が 、ま

だ しも優 れ てい る。

(3)検 索 は 、 ス ピーデ ィに行 なえ るこ とが望 ま しい が、利 用 目的 に よっては 、少 し ぐらい遅

くて もよい場合 が あ る。

(4)デ ータは 、正 確 な もの で なけれ ば な らない が 、デ ータ量 が 多 くな る と、 デ ータ エ ラーが

起 る恐 れ が ある 。デ ータエ ラーが 少 しで もあ る と、以 後 ま った く利 用 され な くな る。

(5)他 の デ ータ ファ イル と合 わせ て利 用す る場合 、項 目分類 、定 義が 異 な り、 この ため 、そ

れぞれ 単 独に しか利 用 で きない恐 れ が あ る。

⑥ 企 業 情 報 を利 用 して、各 企 業の経 営 診断 を行 な う場合 が 多 いが 、そ の場 合 、 アル ゴ リズ

ム(判 断 資料 、判断 基 準)が 経 験 と勘 に 頼 って いて 、職人芸 的 な もの が 多い 。極 め て コン

ピ ュータ ーには な じま ない 。

(7)System-,Xが 実 際 に使 用 され るた めに は 、デ ータの利 用範 囲 を 明確 に し、各 セ クシ ョ

ンご とに デー タを収 集 し、それ に基 づい て システ ムを将来 拡張 してい く必 要 が あ る。 この

た め、 デ ータ フ ァイルの 拡張 が 容 易で なけ れ ば ならない 。

⑧ 操 作 は、 で きるだ け簡単 で なけれ ば な ら ない。特 に、操 作 の手順 が、 人 間 の 思 考 過 程

(コ ン ピュータ ーシス テ ムの操作 は 、 リニ ア ー的 で ある。 これ に対 して 、人 間 の思 考 は、

高度 な フ ィー ドバ ッ ク ・プ ロセス を含む 複雑 な ノ ン リニ アー ・シス テ ムで あ る)に マ ッチ
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してい な い と、使 い難 い。

ユ ーザ ーか らのSystem-Xに 対 す る問 題点 の指摘 は 、この ように極 めて 多岐 に渡 ってい

る。 しか し、 これ らはい ず れ もユーザ ーが持 つ デ ータ利用 の 特性 か ら生 じて きた もの と考 え

られ る。上 述 の8つ の問題 点 を、デ ータ フ ァイルお よび デ ータ処理 機 能 の観点 か ら整 理 して

考え る と、 次 の ような ユー ザ ーのデ ータ利用 の特性 を析 出す る ことが で きる。

(1)デ ー タフ ァ イル の多 目的 利用

従 来 、 デ ータ フ ァ イルは 、デ ータを標 準化 し、そ の範 囲 内 で利 用で きる よ うな形 態 を備

え る こ とに専 念 して きた が 、デ ー タニー ズ 自体 は 多様 化 して きてお り、 この た め デ ータの

範 囲を 一元 的 に決 め る こ とは 、極 めて困難 に な りつつ あ る。 また、 同一 の デ ータで あ って

も、 そ の 利 用 形 態 はそ れぞ れ 異 な って お り、 単 な るデ ー タだけ で は な く、 デー タの裏 に

隠 され た諸 々の背景(蓄 積 され てい る デ ータは 、そ もそ も別 の 目的 の ため に発生 され た も

の であ る)を も提 供 しなけれ ば、 デ ータ ニ ーズを充 た す こ とが で き ない 。

(2)デ ータ処 理 機能 の多様 化

ニ ーズ が多様化 す るに つれ 、デ ータ処 理 機 能へ の欲 求 も画一 化 された もの か ら多様 な も

の へ と変 わ りつつ あ る。 単 なるデ ータの検 索 だけ で は もは や ニー ズを充 たす こ とは で きな

い。 も ちろん 、す べて の デ ータ処 理機 能 を取 り入 れ た シス テ ムは 、 非現実 的 では あるが 、

シ ステ ム がユ ーザ ーの ニ ーズを充 た すた め には、 可 能 な限 り多様 なデ ー タ処 理 機能 を有 す

る必 要 が ある。 ま た、そ の 時の機 能 の動作 もマン マシ ン コ ミュニク ー シ ョン技 術 を取 り入

れ た もの で なけれ ば な ら ない。 た とえば 、 デ ータの 出力 を考 え てみ て も、途 中の 出力内 容

の 結 果か らただ ち に別 の デ ータを チ ェッ ク し、そ の結果 前 の 出力を続 け る とい うこ とは 、

しば しば起 り うる こ とで ある。 この時 、 前の 出力 を終 え てか ら とい うの は 、極め て ユーザ

ーを イ ライ ラさせ る ことに な る
。 か とい って、 あ る時 には 、一 つの 出力 を迅速 に行 な う と

い うこ と も必 要 に なる 。

2.2デ ー タ 利 用 と 情 報 シ ス テ ム

ユー ザ ーの企 業情 報 に対 す る典 型 的 なニ ーズは次 の2つ で あろ う。

(1)A社 の社 長 は 護れ か

②A社 は優 良企 業 か どうか

この 時、 ユ ーザ ーが情報 システ ムを利用 す る とい う保 証は 多分 ない といえ る。む しろ、 ユ

ーザ ーが情 報 システ ムを利 用 す るのは
、極 め て限 られ た場 合 で あ る とい え よ う。比喩 的 に言
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え ぱ 、空 を飛 ぶ鳥 を呼 び 寄せ よ うと庭 に米 を ま く人 が いるが 、 ユ ーザ ーは鳥 に あた り、 シス

テ ムは米 をま く人に あ た る。 鳥には餌 を選ぶ 自 由が あ り、庭 にま かれ た米 を選ぶ の は 、極 め

て限 られた条 件 の場 合 で しか あ り得 ない。 ユ ー ザ ーが情報 シス テ ムを使 う条件 は、

(1)手 元 に情報 シス テ ム以 上 の情 報 源が ない

②A社 の 情報 が 情報 シス テム に蓄積 され て い る

で あ ろ う。

② の条 件 は と もか くと して 、(1)の条 件 は特 殊 な状態 の場 合 で ある。 も し、 「会 社 四季 報」

が、 自分 の机 に 置い て あ る(企 業 情 報 を しば しば必 要 とす る職 務 の場合 は 、 この ケ ースが 多

い)と すれ ば、 この情 報 に対 抗 す る情報 源 とな る ものは 、か な りきび しい条 件 が必 要で ある。

「会 社 四季 報」 には 、(1)4半 期 毎で は あ るが 、 ある程度 新 しい情 報が 蓄 積 され てい る、(2)ハ

ンデ ィで使 いやす い 、(3)普及 率が 高 い ことか ら くる信頼 性が ある、(4)安価 で ある な どの長所

が あ り、情 報量 が限 られ てい る とい う短 所は 、 特 別の場 合 を除 いて はむ しろ問題 とな らない。

した が って情 報 源 を決定 す る もの は、む しろ ユ ーザ ーの ニー ズの内容如 何 に よる とい え る。

ユ ーザ ーが 「会 社 四季 報」 で は な く、情 報 シ ステ ムを利用 す る場合 は 、 「会 社四 季報 」 で

は十 分 に回 答 で きない 。 どち らか とい え ぱ、異 例 の ケース 、ま たは数 少 ない ケ ースで あ る。

しか し、異 例の ケー スを救 うた め に、情 報 シス テム を開発す る とい うこ とを 、す ぺて の 人 々

が納 得 す る こ とを期 待 す る こ とは極 めて無 理 で あ る。情 報 シス テ ムに対 す る基 本的 な考 え と

して は、特殊 な、極 めて限 られ た 人 々のみ が蓄 積 していた情 報 が、 情報 機能 の 向上 によづ(一

般 化 され 、多 くの ユーザ ーに提 供 し得 る と考 え た ほ うが 合 理的 で あ る。

ま た 、 ユー ザ ーが 情報 シ ステ ムを利 用 した と しで 情 報 シ ステ ムに蓄積 され て い る情 報 は 、

企業 情 報全 体 の ある部 分 を占め てい るにす ぎない とい うこ とを認識 す る必要 が ある 。情報 シ

ス テ ムの難 しい とこ ろは、扱 う情報 の 全体 の 量 を明確 にで きない とい う ところ にあ る。 この

た め、 デ ータ量 の 多少 、 ある いは網 羅 性 とい った こ とに つい て多 くの議 論 が なされ てい るが 、

実 際 には 良 くわか らない とい え る。 ニ ーズの型 式 が(1)の 「A社 の社長 は捲 れか 」 とい う場 合

には 、 デ ータ量 の 多少 が情報 シス テ ムに とって は致命 的 で ある といえ る が、(2)の 「A社 は優

良企業 か ど うか」 とい う場 合 には 、 デ ータ量 の 多少 は 、情 報 シス テ ムに とって決 定的 にな る

とは いえ ない で あ ろ う。一 般 論 と して も、個 々の デ ータが どれ だ け集 ま って い るか らあ る本

質 を 表 わ してい る とい うこ とには な らない と言 え る。情報 シス テ ムに、物 理 的、 技術 的 に可

能 な限 り多 くの情 報 を蓄積 した とい っ て も、 ユー ザ ーか らみ る とそ れ は使 え る シス テム とは

言 え ない。
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以 上 の こ とか ら、 ニ ーズ に も とつ くデ ータ利 用か らみ て使 える情報 シス テ ム とい うこ とは 、

特 殊 なシ ステ ム と して の価値 、 あ るいは デ ータ量は無 限 に近い とい うこ とで は 決 して ない と

い うこ とで あ る。

●
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第3章 デ ー タの特 性

3.1デ ー タ ニ ー ズ の 種 類

前 述 の ご と く、利 用 者 よって デ ータ利 用 は、 非 常に異 な ってい る。 これ は 、単 に 利用者 の

違 い に よ る使 用 デ ータの違 い とい うだ け では な く、同 じ内容 の デ ータで あ って も、使用 目的

が 異 な る こ とに よって 、そ の要求 され る形式 、精度 、その 他諸 々の条件 が 異 な って くる。 し

た が って、 デ ー タ開発 にあ た っては 、 デ ータ利 用 とい う もの は多様 で ある とい う前 提 に立 っ

て行 な う必要 が ある。

一方 、従来 の デ ータ← マ ネジ メ ン ト← シス テ ムを見 る と、や や もす る と コン ピ ュータ← サ

イ ドか らの ア プ ローチ に な りが ちで あ り、 デ ー タ開発 か らの 立場 か らす る と本 末転倒 で あ る。

こ こでは 、 デ ー タ← 利 用の 立場 か らデ ータ開発 にあた って 必 然的 に要求 され る条 件 を 明 らか

に し、今後 の デ ータ← マネ ジメン ト←技 術 へ の課題 とす る。

デ ータ利 用 を考 察 す る場 合に注 意 しなけれ ば な らない点 は 、 ニ ーズその ものを 、デ ータに

対 す る もの とデ ータ処 理機 能 に対す る もの とに区 分 す るこ とで あ る。 デ ータに対 す る要 求 は 、

利 用者 に と って 役 に立 つ デ ー タを いか に実現 す るか の問題 であ り、デ ー タ処理 機 能へ の要 求

は 、利 用者 に とって 、その シス テムが いか に使 い やすい か とい う問題 で あ る。

(1)デ ータへ の要求

デ ータそ の もの へ の要求 には 次の よ うな もの が あ る。

① デ ータの最 新性

利 用 者に とって 、得 られ たデ ータが 自分 自身の 知 って い るデ ータ よ り古 い とい う事実

は 、非 常に幻 滅 を感 じ る。 常に最 新の デ ー タが蓄 積 され てい る よ うに努 力 され てい なけ

ば な ら ない 。

② デ ー タの網羅 性

デ ータ要 求 の広 さは 、極言 すれ ば無 限 で ある。 これ は 、た とえ 目的 を絞 り、 あるいは

使 用者 を制 限 した として も、有 効 な システ ム と して使 用 に耐 え得 るた めには、 時間 的 、

空 間 的 に大 きな広 が りを持 つ必要 が あ る。 しか し、1人 の利 用者 に とっては 、そ の時間

的 、空 間的 な広 が りの 一 部が 自分の 全世 界 で あ り、 た またま 、そ の 部 分が欠 如 して いた

場 合 には使 用 に 耐え ない もの となる。

③ デ ータの信頼 性

デ ータの正 しさは す べて の スタ ー トで あ る。誤 デ ー タに よる影 響 は大 で あ り、単 に デ
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一 夕の利 用者 の み な らず
、利 用の 結果 生起 され る諸 々の行動 に も影 響 を及 ぼ す ことに な

る。

(2)デ ー タ処理 機 能 へ の要求

デ ータそ の もの が 満足 で きる もの であ った と して も、 デ ー タその もの を支え 、 デ ータ と

利 用 者 との イ ンタ ー フェ ース となる デ ータ処 理 機能 が不 十 分 で ある場 合 には 、 これ また 使

用 に耐 え ない もの とな る。次 に、 デ ータ処 理 機 能へ の要 求 を 明 らか にす る。

① 応 答 の迅 速 性

応 答 時間 は 問題 の 性質 に よって異 な るが 、一般 に は な るぺ く速 い こ とが望 まれ る。特

に 、計 画立 案 の よ うな局面 では 、立案 者の 思 考過 程 に 沿 って、思 考の 速度 に追 随 して、

応 答 で きる必 要 が あ る。

② 操 作 の容 易性

デ ータの利 用者 が 直接 、 シス テ ムヘ アク セスす る こ とを想 定 した場 合 、操 作の 容易性

は 重要 なポ イン トで あ る。 コマン ドの 容 易 さ、 メ ッセ ー ジの 平易 さ、 ガ イダン ス機能 な

どが これ に あた る。 さ らに、利 用 者の レベ ルに応 じた応答 方 法が とれ るこ とな ど も必 要

で あ る。

③ 応 答 の適 確 性

応 答 内容 が、利 用者 の意図 す る もの と一致 し、 もれ もノイズ もな る べ く少 ない ことが

望 ま しい こ とは い うま で もない 。 しか し、 もれ とノ イズは相反 す る概 念 で あ り、 どち ら

を重 視 す るか は状 況 に よって異 な る。

④ デ ータの 加 工性

デー タは そ の ま ま使 用 され る こ と もあ るが 、簡単 な加工 を施 す 必要 が ある場合 も多い 。

また、 加工 が可 能 であ る とい うこ とは 、 デ ータ を原 デ ータの 形で 蓄積 してお いて も多様

に利 用 で きる とい う こ とで あ り、 システ ムの可 能性 を大 き くす る ことに な る。 加 工の程

度 には 種 々あるが 、 四 則演算 、比率 、簡 単 な統 計計 算 な どが最 低限 度 必要 で あ ろ う。

⑤ 拡張 性

多様 化 した ニ ーズに対 応す るた めに は 、デ ータは、 常 に拡張 が 容易 にで きる こ とが 必

要 であ る。 す な わ ち情 報 の追 加が 容易 に行 なえ 、 予測 しえ ない事 態 に対 処 で き る こ と。

ま た、拡 張 が、頻 繁 に起 る場合 は 、個 々の フ ァイルの 独立 化C分 散化)が 必要 とな り、

そ の場 合 には、 デ ータ ファイル間 の リン ケ ージが大 きな問 題 にな る。

⑥ シス テ ムの信 頼 性
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デ ータ利 用者 が 多 くな る と、誤 操 作 が行 なわれ る確率 が高 くな る。誤 操 作が で きる限

り起 りえ ない よ うな、 ま た も し、誤 操 作 が行 なわれ て も、他 の利 用 者 にそ の影 響 を及 ぼ

さない よ うな シス テ ムに してお く必 要 が あ る。 また、 い くら高度 な シス テ ムで あ って も、

ひんぱ んに トラ ブル が起 るもの で は 、す ぐに利 用され な くな る。 シ ステ ム と して極 めて

安定 してい なけ れ ば な らなV"。'

多様 な デ ータ ニ ーズ に応 え るた め には 多種 の デ ータを蓄 積す る必 要 が あ り、そ の デ ー

タの提 供者 に対 しては 、相 応 の機 密保 証 が 必要 となる。

5.2デ ー タ ニ ー ズ の 実 現 の 方 向

デー タニーズは この よ うに極 めて 多岐 に渡 ってお り、 中に は相 矛盾 した もの もあ る。 そ こ

で 、 この よ うな デ ー タニ ーズを分析 し、いか にすれ ば これ らを実 現す る こ とが 可能 か を次 に

検 討 す る。

多種類 の幅 広い情 報 を網 羅 して蓄 積 す る こ と(網 羅性)と 、検 索 ス ピー ドを速 くす る とい

う こと(応 答の迅 速性)と は 、相反 す る条 件 で ある。す なわ ち、画 一的 に収 集 され た大 規 模

フ ァイル を、一元 的 に検 索 し よう とす る ことは 、膨 大 な時間 が かか り、特 に 、多数 の 端末 か

ら同時 に行 なえ ば、計 算 機 のCPUが ロック し、検索不 可能 にな る。

これ を解決 す る方 法 と して は、 大規 模 な ファ イルにす べて の情報 を集 め ない で、小 規模 な、

検 索 が容 易 なデ ー タフ ァ イル をい くつか 並行 して持 ち、各 デ ータ フ ァイル毎 に 目的 に応 じた

デ ー タを蓄積 すれ ば 、可能 となる。 ま た、 多種 類の 幅広 い情報 を網羅(網 羅 性)し 、か つ検

索 ス ピー ドを速 くす る こ と(応 答の 迅速 性)と 、デ ータお よび システ ムの信 頼性 を上 げ る と

い うこ と(信 頼性)と を 、同 時 に充 た す こ と も、非 常 に難 しい条 件 で あ る。特 に大 規模 に汎

用 化 し収 集 され た フ ァイ ルに おい て 、そ の条 件 を課 す ことはほ とん ど不 可 能 に近 い と思 われ

る。 しか し、 目的に 応 じた デ ータ単位 に ファ イル を構成 し、そ の小 規模 な デ ータ ファ イル ご

とに 、 デー タを収 集 し、そ れ に基 づい て シ ス テムを構成 す れ ば少 な くと も、そ こに 関す る限

りシス テムは ク ローズ ドに な るわけ で、 シス テ ムの信 頼性 、 デ ー タの 信頼 性 も向上 す る。

した が って、 こ こで も大規 模 な フ ァイル を もつ よりは 、小規 模 フ ァイル を多数 もつ ことの

優 位 性 が提唱 さ れる。

多種類 の幅 広 い デ ータを維 持 す る(網 羅 性)た めに は、た え ず 、デ ータ フ ァイルを拡 張 し

て い く必要 が ある(拡 張 性)。 しか し、大 規模 な集 中 ファ イルで は、更 新 、追 加 の手 間が 膨

大 にな り、その維 持 、 管理 だ げで 大変 な コス トにな る。 目的 に応 じた小 規 模 な ファ イル群 を
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多数 もてぱ 、 デ ータ フ ァイ ルを メ イテナ ンスす る手 間 はほ とん どな く、新 しい 目的 に 応 じて

そ の都 度 追加 し、既 存 の デ ータ ファイル群 との リンケ ンジだ けを考 えれ ば 良い。 そ の 意味 で 、

大 規 模 ファ イル よ りも、小 規模 フ ァ イル群 の メ リッ トが明 らか に なろ う。

以 上 の点か ら明 らか なよ うに今 後の デ ータ フ ァイルの方 向に 関 しては 、大 規模 に集 中 した

もの か ら、小 規模 に分散 した デ ータフ ァ イル群 に移行 して い くことが必 要 で あ る。

これ を簡単 に表 現 す る と、

大規 模 化 小 規 模化

集 中 化 分 散 化

とな る。

この ことは、 結局 個 人 が 自由に使用 で きる フ ァイル(プ ラ イベ ー トファ イル)を 持 つ こ と

を、示 唆 してい る。今 後は 、この よ うな個 人 ファイ ル化 が進行 す る もの と思 われ る。 ま た、そ

れ に伴 い、小 規 模 フ ァイル間 の リンケ ージが 大 きな問題 とな る もの と考 え られ る。

イ画人 フ ァ イ ル イヒ

可

、

図2-3デ ー タ ニ ー ズ の 種 類 と個 人 フ ァ イル

一27一



第4章 デー タ利用にみ られ る矛盾

パ イ ロ ッ トシ ステ ム:System-Xを 通 じて の デ ータニ ーズか らみ た デ ー タ利 用の 特 性は以

上 の とお りで あ る。 さて 、 この よ うなデ ータ利用 の 特性 を、 デ ータマ ネ ージ メ ン ト技術 と して

は 、 どう解決 す るか を次 に検 討 す るわ けで あ るが 、その前 に 、我 々が ケ ース ス タデ ィにおい て

しば しば 感 じ られ た 、 ユ ーザ ーの デ ータ利 用に おけ る問題 点を まず述 べて お く。

企 業情 報 に関 す る情 報 シス テ ムの開発 に対 す る ニ ーズは 、極 めて 高い 。 しか し、現実 に シ ス

テ ムを開 発 し、 ユ ーザー の ニ ーズを十分 に充 たす こ とは、極 め て困難 で ある とい え る。 「企 業

総 覧」 、 「企 業要 覧」 、 あ るいは 「会社 レ コー ド」 な どユ ーザ ーの ニ ーズに 、既 に ある程度 答

え てい る ものが あ り、情 報 シス テ ムが 、 こう した 出版物 が充 た しえ なか った ニーズ に も答 え る

とい う こ とは、 極 め て難 しい。 この理 由の1つ に 、単 に シ ステ ムその もの の 問題 で は な く、 ユ

ーザ ーが シス テ ムに ア プ ロー チす る態度 の問題 が あ る。 す なわ ち、 ユ ーザ ーの シス テ ムに対 す

る態 度 が改 め られ な けれ ば、 ユ ーザ ーの ニーズは 充 た され ない とい う面 が ある。

ユ ーザ ーの問 題 と して は 、次 の ような もの が あげ られ る。

(1)デ ータに 関す る認 識の誤 解

D誰 にで も手 に入 る デ ータは、特殊 なデ ータでは な く、極 めて一般 的 なデ ータで ある。

情 報 シ ステ ム も、 もし ユーザ ーか らの協 力が な けれ ば 、一般 的 な デ ータのみ しか提供 す

る こ とが で き ない。

lDあ る状 況 を把握 す るた めに必 要 とす る デ ータは、量 が 多 けれ ば 多い ほ ど良い とは いえ

な い。情 報 システ ム に も、技術 的 、物理 的 限界 が存在 し、 ユーザ ーと シス テム とがなん

らかの意味 で合 意 し、 デ ータ範 囲 を設定 せ ざるを得 ない 。

② 情 報 シス テ ム との 対話 の欠 除

シス テ ム との コ ミュニ ケ ーシ ョンが少 なければ 、シ ステ ムか ら得 る情 報 の量 は 多 くは な

らない。

今 、 ユ ーザ ーが企 業 に 関す る ある情 報 を入手 し よう とした場合 、彼 の プロセ スは、 次の

よ うな もの で あろ う。

ロ 　 　 　 　 　 　 　 　

D普 段 見る ことの あ る出版 物(た とえ ば 、 「会社 四季 報 」)で 調 べ る

コ コ コ

ii)も し、 見 つか らな けれ ば 、近 くの親 しい 人に 聞 く

iiDも し、そ の人 が わか らなけれ ば 、普段 よく行 く資 料室 、 図書 館、 あるい は本 屋 な どに

行 き調 べ る
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iv)も し、 そ れ で もわ か ら なけ れ ば、馴染 が ない が、企 業 の 情報 に詳 しい機 関 へ照会 す る。

もちろん、 この プロセ ス は、具体 的 な行動 とな る と人 に よ り様 々に異 な る。 た だ、 こ こで

重 要 な こ とは 、 「会 社四 季 報」 、 「親 しい人」 、 あ るい は 「資料 室」 な ど普段 か ら コ ミュ

ニケ ーシ ョンが あ る ところ を糸 口に して 、情報 を得 よう とす るこ とで ある。 ユ ーザ ーと情

報源 との コミュニケーションが そ の情 報 源 を使用 す るか ど うか の大 きな わか れ み ち とな る。新

しい情 報 源 で あ る情報 システムが利 用 され るか ど うか は、ユーザーと この情報 システム と コ ミ

ュニケー ションが うま く行 な われ るか ど うか、にか か ってい る と言え る。一般 的 に、情報 シス

テ ムの能 力は 、 情報 システムそ の ものの能 力、す なわ ち名 目的 な もの につ い てのみ 議論 され

てい るが、 実質 的 な能 力 、す なわ ちユーザー と情報 システ ムとの コミュニケーシ ョンを も考 慮

して議 論す る必 要が あ る。ユーザーの想 像 力 によっては 、 名 目的な能 力 をは るかに 越 えた 実

質 的 な能 力 を、情 報 システムか ら引 出す ことが で き る。優 れ た 情報 システムで あ って も、ユ

ーザ ーがそ れ を 使い こなす 能 力が なけ れば
、 そ の価 値 は無 となる。

(3)シ ス テ ムに対 す る過 大 な期待

人間 が 行 なって いた す ぺ てを、 あ るいは 人間 で もで きない こ とを シス テ ムに期 待 す る こ

とは 、そ もそ も誤 りで あ る。 ユ ーザ ーが 自らの 思考過 程 を分析 し、情 報 シス テ ム とうま く

機 能調 整 しなけ れ ば、 ユ ーザー 自身の ニーズは充 た され ない で あろ う。

今 、た とえ ば 、 「A社 は優 良企業 か どうか 」 とい う判 断 を 下さ なけれ ば な らな い ユーザ

ーが いた とす る。 この 時 、 ユー ザーの作 業の プ ロセス は次 の とお りで あ ろ う。

iA社 の概 要 を調 べ る

ii)経 営者 の 質 を調 べ る

iip財 務 デ ー タを10期 程度 調 べ、か つ同業 で同 程度 の 規模 の企 業 の財 務 デ ー タと比 較 す

る

iv)製 品 の品 目別 構成 、輸 出比率 な どを調 べ る

V)最 近 の経 営 方針 に つい て主 な記事 を調 べ る

この よ うな プ ロセス を行 ない なが ら、相 対 的基 準 を考 え 、A社 の体 質 を把 握 しよ うと努

力す る。

さ て、 この よ うな プ ロセ ス をす ぺ て情 報 シス テ ムに内蔵 す るこ とは 極 めて 困難 で あ る。

ユ ーザ ーの思考 過 程 に 沿 って展 開 され る情 報 シス テムを設 計 す る こ とは 、可 能で は あ るが 、

そ のス テ ッ プを 明確化 す るのは 、 ユ ーザーで ある。 ユ ーザ ーが自 らの思考 過 程 を分析 しな

い で、 す べ てを情 報 シ ス テムに まかせ 、 コン ピュータ ーの前 にす われ ばぴた りと あた る と
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い うことを期待 す る のは 、 し ょせん 無理 な ことで あ る。

以 上述 べ たこ とは、 ユ ーザ ーが 自発的 に情 報 シス テ ムを利用 す る こ との重要 性 で あ る。 「使

い こ なす 」 ことがで きれ ば レベ ルの 高 い情報 システ ムは、十分 な威 力 を発揮 す るで あ ろ う。

●
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デ ー タ とデ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト技 術
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第1章 フ ァイル構造 と処 理 システ ム

第2部 で は、 企 業 情報 に 関す るパ イ ロ・ ト情 報 シス テ ムに よる ケ ースス タデ ィか ら、い くつ

かの デ ータベ ース ・システ ムへ の要 求事 項 を ま とめた。 それ らの 要求 は、 ご くまれ な ケ ース を

除 いて は、 ほ とん どの デ ータベ ースに あて はま る もので あ る。 これ らの 要求 を 再 び掲 げ てみ る

と、 次 の とお りで あ る。

デ ータへ の 要 求

① デ ータ の最 新 性

② デ ー タの網 羅 性

③ デ ー タの信 頼性

情 報 シ ステ ムへ の 要求

④ 応 答の 迅速 性

⑤ 操 作 の 容易 性

⑥ 応 答 の適 確 性

⑦ デ ータの 加 工性

⑧ シス テ ムの 拡 張性

⑨ シ ステ ムの 信頼 性

こ こでは 、 これ らの 要求項 目が 、 デ ー タ ・マネ ー ジメ ン ト技 術 に対 して どの よ うな課 題 を与

え るか 、そ してそ の 課題 を如何 に して達 成す る かを検 討 す る(な お、要 求 が た とえ デ ータへ の

要 求で あっ て も、そ れ は間 接 的 にはデ ー タ ・マ ネージ メ ン ト技 術へ の要 求 に つ なが る とい うこ

とを注 意 してお く必 要が あ る)。

デ ー タ ・マネ ージ メン ト技 術 は、 大別 す る と、 フ ァイル構 造 に関 す る技 術 と、処 理 シス テ ム

に関す る技術 に 分 け て考 え る こ とが で きるが、 さ らに これ を細 分 す る と、 以 下 の よ うに なる。

・・イル… ・技術一 〔 二1熟 三1;1鷲:1
,。,,

DiscriptionLanguage)

一 一 …麟 曇ll蕊蕊:二
Language)
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さ て、 まず 要 求項 目ご とに検 討 す る。

ω デ ー タの最新 性 とデ ータ ・マ ネー ジメン ト技 術

常に最 新の デ ータを維 持す るため に は 、UPDATEの しや す さが 重 要 な要 素 とな る。 そ

の ため には、 なるべ く情報 発 生源 に近 い所 か らUPDATEで き る ことが 必要 で あ る。機 能

と しては 、File・Editor的 な機 能 が必 要 とな る。 しか し、UPDATEの しやす さは

デ ー タの破 壊 され やす さ に もつ なが るの で、 シ ステ ム面か ら十 分 な ガ ー ドを考 慮 して ゆか ね

ば な らない。

ト

(2)デ ータの網 羅 性 とデ ータ ・マ ネ ー ジメ ン ト技 術

デ ー タを網 羅 的 に含 む こ とは、 シズ テ ムに と っては、 非 常 に大 き な負担 とな る。有 効 なデ

ータベ ースを作 るため には この網 羅性 とい う ことは 重要 な要 素で あ り、無 視す るわ け には ゆ

か ない。 網羅 性 は、単 に項 目(ITEM)が 多 い とい うことだ け では な く、 時 系列 的 なデ ー

タも考慮 に入 れ なけれ ば な らな い。 したが っ て、 フ ァイル構 造 に、 か な りの工 夫が 必要 で あ

る と と もに、 シス テ ム全体 と して も、 多角 的 な見 地 か らの検討 が必 要 で ある。

(3)デ ー タの 信頼 性 とデ ータ ・マネ ー ジメン ト技 術

ソー スデ ータの 信頼 性 を シ ステ ム と してチ ェ ックす る ことは、 一般 的 にみ て非 常 に困難 で

ある。本 当 の意 味 の妥 当性 チ ェ ックは 、 ユー ザ側の ア プ リケ ーシ ・ンに ま か さ ざる を得 な い。

シス テ ム と して サ ポ ー トし得 る機 能 は、 異 常 デ ータ等 に関 して、 ある程 度の チ ェ ・クを 行 な

うもの(デ ータ入 力時 ある い はデ ー タア クセ ス時)程 度 では ないか と考 え られ る。

④ 応答 の 迅速 性 とデ ータ ・マ ネ ー ジ メン ト技 術

大部 分の ユ ーザ に、 満 足 な タ ーンア ラ ウン ドを保 証す るた めには 、 システ ム をTSSベ ー

スで 動か した うえで、 さ らに 良好 な レス ポンス タイ ムを確保 しなけ れ ば な らな い。 そ の ため

には、 フ ァイル構造 、 デ ー タ ・マネ ージ メン ト技 術 と も、 か な りの工 夫が 必要 で あ り、 ユ ー

ザ ーの習 性に 応 じた アク セ ス確 率 を考 慮 した設 計が 要 求 され る。

⑤ 操作 の容 易性 とデ ー タ ・マ ネ ー ジ メン ト技 術

これ は主 と して、 デ ータ操 作 言語 の機 能 に 関連 す る もの で あ り、 デ ータベ ース検 索 用 と し

て簡 単 な言 語 あ るい は コマ ン ド ・シス テ ムで サポ ー トす る必 要が ある。

⑥ 応 答 の適 確性 とデ ー タ ・マ ネ ー ジメ ン ト技 術

必 要 な デ ー タを取 り出す こ とに 関 して最 も問題 とな るのは"効 率"で ある。 定型 的 に使用

され るデ ー タに関 しては 、手 続 きの省 略、 あ るい はパ タ ー ン化(い わ ゆ る カ タ ログ ド ・プ ロ

シ ーデ ・ア的 な機 能)が 可 能 となる。 非 定型 的 に使 用 され るデ ー タに 関 しては、 ア ク セス手
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続 きの 明確 イヒがは か られ て い る ことが 要 求 され る。 いず れ にせ よ、 ユ ーザ ーは フ ァイ ルの 論

理 的構 造 のみ を 意識 すれ ば 、 利 用で きる よ うに してお くこ とが重要 であ り、 い わ ゆ るデ ータ

の独 立 性が ポイ ン トとな る。

(7)デ ータの 加工 性 と デ ー タ ・マ ネー ジ メン ト技 術

これは 、主 と してデ ー タ操 作 言語(DML)に 関係 して くる問題 で あ る。一 般 的に 、DML

は 、 目的向 き言 語の 方 向 を指 向す る独立 言 語(ContainedLanguage)方 式 と、手

続 き型 言語 を 目指 す親 言 語(HostLanguage)方 式 が あるが、 高 度 なオ ペ レ ー シ ・ン

に な るほ ど 「 こう した い 」と い う特 定の 要 求 を満 た す必要 度が 高ま り、 このた め に は、

Cobol,PL/1,Fortranな どの高 級言 語 を親 言 語 とする、 親 言 語方 式 を とるのが

適切 で あ る と思 わ れ る。

さ らに高度 な要 求 として、 情報 の加工 を行 な ってい く過 程 を見 る ことが で きる よ うに した

い(1種 の デバ ッギ ング ・モ ー ド)と い うよ うな要望 もあるが 、 これ らを実現 す るため に も、

親言 語 方式 が有効 で あろ う。

(8)シ ステ ムの 拡張 性 とデ ータ ・マ ネー ジメ ン ト技 術

拡張 性は 、 デ ー タベ ースが 世 の中 の変 化 に対 して柔軟 に対応 していけ る よ うにす る こ とを

要 求す る もので あ り、 デ ータ ・ペ ースの 生命 力とい う見地 か ら非常 に重 要 とな る。

フ ァイルの 内容 の変 化 として は 、 ア イテ ム の追加、併 合、分 割 な どの 小 規 模変 更 以外 に、

ファ イル の構 造 を変 え る ような大 規 模 な変更 が 考え られ る。企 業情 報 シス テ ムの ように、 変

更 の激 しい シス テ ム に とって、 デ ータ構 造が た びた び変 更 され変更 の 都度 、 シス テ ム ・ジェ

ネ レ ーシ ・ン を必 要 とす る とい うこ とに なれ ば、 か な り致命 的 であ る とい わね ば な らない。

これ らの変 更 を簡単 に行 な え る よ うに す る こ とは 、主 と して、 デ ータベ ース 記 述言 語(D

BDL)の 機 能 に左 右 され る。 ま た 、 フ ァイル構造 の変 更 の アプ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラ ム

に対 す る影響 をで き るか ぎ り小 さ くす る(い わゆ る独立 性を保 つ)こ とは、 フ ァ イル ・マネ

ージ メ ン ト・シス テ ムの重 要 な役 割 で あ る
。

⑨ シ ステ ムの 信頼 性 とデ ー タ ・マ ネ ージ メ ン ト技術

シ ステ ムの信 頼性 で 問題 とな るの は、 秘密 保 護対 策、 障害 対 策、 誤 操 作防 止 対 策 の3つ で

あ る と考 え られ る が、 いず れ も、 故 意 あ るいは 偶発 的 な事故 か ら、デ ー タを保 護 す る こ とが

主 眼 とな る。

秘 密保 護 対策 と しては、 従来 か らTSSに 関 して数 多 く論 じられ て きて い る と ころで あ る。

した が って ここで は、特 に 詳細 に述 べ るつ も りは な いが、端 末機のIdentification、
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個人 識 別(磁 気 カー ド等)、 パ スク ー ド等 の技 術 を組 み合せ て用 いる こ とが考 え られ る。

障 害 対 策、デ ータの保 護 につ い て も、 一 般 のTSSと ほ ぼ 同等の機 能が あれ ば十 分 と考

えちれ るが 、 特に 重要 なフ ァイ ルの保証 に つい て は、 十分 に配 慮 す る必 要が あるで あろ う。

以上 に述 べ た要 求事 項 と、 シス テムの構 造 との 関係 を整理 す る と図2-4の よ うに な る。

ー
内

部

型

要

求

外

部

型

要

求

データの網羅性

システムの拡張性

応 答の正確 性

応答の迅速 性

データの最新性

デー タの信頼性

システムの信頼性

データの加 工性

操作の容易 性

内部構造
←

ファイルに関する技術

　
DBDLフ ァイル構造

外部構造
→

処理システムに関する技術
一 ー －

FMSDML母 体システム

ワ

図2-4外 部 要求 と シス テ ム構 造 との 関係
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第2章 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト技 術 へ の 課 題

図2-4に よ って、 シス テ ムの構造 の それぞ れ の部 分 に対 す る要 求が 明 らかに な ったので 、

これ らの 解決 策 に つい て検 討す る。

■

㈹ 母 体 と な る シ ス テ ム の 課 題

母 体 とな るシ ス テ ムに 対す る要 求 は、 迅速 性 と信 頼性 に 関 す る もの が主 で あ る。 現 在 開発

されて い るTSSの うち、 高度 な もので は、 す でに か な りの部 分が 実 現 されて い る。

特 に、 デ ータベ ニス の母 体 とな る システ ムに 対 して は、 さ らに高度 な秘 密保 護 機能 を備 え

る こ とが望 ま しい。

●

(2)デ ー タ 操 作 言 語 の 課 題

デ ータ操 作 言 語 に 関 しては、 大別 して以 下 の3つ の要 求 が ある。

① フ ァ イルの 内 容を迅 速 、適 確 に変 更す る こ とが で きるFileEditor的 機能 を有

す るこ と

②Non-Programmerで も手 軽に 利 用 で き る よ うに、 簡 単 な検索 言語 を備 え てい る

こ と

③ デ ー タに 対 して、 数 値 演 算 論理 演算 等 の 加工 が 行 ない うる とと もに、 デ バ ッギ ング ・

ユ ーテ ィ リテ ィ も備 えた 高度 な言 語 を 有す る こ と

しか し、 以 上3つ の要 求 を 同時 に満 たす 言語 体系 を開発 す る こ とは現 実 的で は な い し、 ま

た 可能で あ った と しても、効 率 的 な もの には な り得 ない と思 わ れる。 む しろ、 それ ぞ れの 機

能 を要 求す る層 を分 離 して扱 い、外 部 仕様 的 には独 立 の体 系 と考 えた 方が 良 い であ ろ う。 こ

の よ うな考 え 方か ら、DMLの 体 系 と して整 理 す る と以下 の ように なる。

① 一般 のTSSで 備 え られ て いる と同 程度 のFileEditor機 能を、 コ マン ト"・シス

テ ムと して用 意す る。 ただ し、 この場 合、 フ ァイル 破壊 に 対 して 十 分 な ガ ー ド機 能が 必要

で ある

② 検 索 を主 体 と した機 能 を、 コマ ン ド ・シ ステ ム と して 用 意す る

③ デ ータの 高度 な加 工を 可能 た ら しめ る よ う、 高 級 言語 を親言語 とす るデ ー タ操 作言 語 を

用 意 す る

この よ うな3種 類 の体 系 を用 意す る ことに よ って、 多方 面か らの 要求 に効 率 よ く応え られ
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る もの と思わ れ る。

(3)フ ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 課 題

図2-4か ら も明 らか な よ うに、 フ ァイル ・マネ ージ メ ンF・ シス テ ムに は 、非 常 に多 彩

で ある 一方、 矛 盾 す る 要 求 が 出 され て い る 。 そ の 中 か ら主 な もの を列挙 す る と以 下 の よ

うに整理 で きる

① フ ァイルの 拡張 あ るい は変 更 に よgて 、 ア プ リケ ーシ ・ンに影 響 を一与え ない よ う、 独立

性 を保 証 す る こと

② 多数の デ ータか ら、 ユ ーザ ーの必要 とす る もの を効率 的に取 り出せ る よ うな機 能 を有す

るこ と

③ 障 害対策 、 秘 密保 護 に関 して+分 考 慮が は らわれ てい る こと

デ ー タベ ースに おけ るデ ー タの 独立 性 につ い ては、 す で に多 くの議 論が なされ てい る。 具

体 的 な テ ク ニ ・クと しては、 フ ァイ ル ・デ ィレ ク ト リーの構 造、 デ ータ リンクの手 法、 ロジ

カ ルデ ータ と フ ィジ カルデ ー タの対 応 づけ(マ ・ビ ング)の タ イ ミング等 につ い て種 々の 研

究 が な され て い る。 しか しな が ら、 ファイ ル ・マネ ージメ ン ト・シ ステ ムの 柔軟 性 と効率 と

は 、本 来 、矛 盾す る性 質の もの であ る。

デ ー タの独 立 性 を重 視す れ ばす る ほど、 フ ァ イル ・デ ィレク ト リーに対 す る アク セスが 増

え る こ とは 避け られ ない。 また 、 効 率 を最 高度 に発揮 す るため には 、 フ ァイルの性 質お よび

ユーザ ーの 習性 を一定 の 条件 に おさ えた うえで 最 適化 をは か るのが 常套 手 段 で ある が、 シス

テ ムが 間断 な く変 化 して ゆ くこ とを 前提 とす る と、 最適化 は はか りに くくな る。

これ らの困難 を解決 す る ため には 、 一般 的 に 言 って一 回の 処理 で アクセ スす る デ ータの種

類、 量 が 限定 され て い る と考 え られ 、 この た め ユーザ ー側 に ある程 度 の 負担 を かけ る こと に

よ って独 立 性 と効率 の バ ランス を保 つ 方向 を検 討す る必要 が あ る。

■

c

(4)フ ァ イ ル 構 造 お よ びDBDLの 課 題

フ ァイル構 造 に と って、 もっ とも 大 きな課題 は 、 拡張、 変 更に 対 して、 どの よ うに フ レキ

シ ピク テ ィを保 ち うるか とい う こ とで ある。 本 質的 な大 改造 は ともか くと して 、ITEMの

追 加等 に対 して 毎回 、 シ ス テム ・ジ ェネ レ ーシ ョンが伴 うよ うで は現 実 の シ ステ ム としては

使 用に た え ない 。 しか し、 設計 上 の問 題 と して は フ ァイル 構造 の中 に 冗長 性 を組み 込 ん でお

くこ とは、効 率 に 対 して著 し く影響 を与 え、 ま た フ ォー マ ッ ト上 の 制約 も大 きい。
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この よ うに フ ァイルの フレキ シビ リテ ィに 関 しては、 ある程 度 ユ ーザ ーの 負 担に 帰 さない

と解 決で きない 問題 が あ るの では ない か と思 われ る。 ま た、 ファ イル構 造 の 変 更 を部分 的 に

はユ ーザ ー 自身 が 行 なえ る よ うに、DBDLの サ ブセ ッ トを リモー ト ・L－ ザ ーに解放す る

こ とも考 え る必 要が あ る。

●

B
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第3章 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

フ レ キ シ ビ リテ ィに 関 す る 試 み

前 章で 述 べた 課題 の な かで 、 デー タの 独 立 性、 システ ムの効率 、 お よび デ ー タ操 作言 語 の 問

題 等 は従 来か ら多 くの 議 論が な され て きてい るが 、デ ータ ・マネ ー ジ メン ト・シ ステ ムの フ レ

キ シ ビ リテ ィに 関 しては あま り現実 的 な議 論は行 なわれ てい ない 。

図2-4で も明確 な とお り、特 に シス テ ムの 内部 構造 に対 して は、 網 羅性 と拡 張性 を備 え る

ことが非 常 に重要 な課題 と な ってい る。 この網 羅 性 と拡張性 とい うの は 、実 は 非 常に似 か よっ

た性 質 を持 つ もので あ り、 デ ータベ ース に対す る要求 を ある 時点 で 固定 した場 合 は、 網羅 性が

表 面 に現 わ れ、 将来 に 対 してそ れ を保証 する場 合 には、 拡張 性が 表面 に現 われ る と考 え る こ と

がで きる。 この2っ の要 求 が、 デ ータ ・マ ネ ージ メン ト・シ ステ ムの フレ キ シ ビ リテ ィに関 す

る要 求の 中 心 をなす もの で あ る。

実 際 にデ ータベ ースが有 効 に機 能 す る ために は、 シス テ ムが 間 断 な く変 化す る現 実に即 応 し

て いけ る能 力を備え てい る こ とが 要 求 され る。

5-1フ 。ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル

従 来考 え られ てい た デ ータベ ースの 思想 は 、 どち らか とい う と統 合 を志 した もので あ り、

複雑 にか らみ あ うデ ータ を整 然 と した システ ムにま とめあ げ る こ とに主 眼が おかれ て い る。

その た め に、 デ ータベ ース ・ア ド ミニス トレータ(DataBaseAdministrator)

な どの機 能 が提 案 され て きてい る。膨 大 な デ ータベ ースの 整合 性 を維 持 す るた めに 管理 機 能

を強化 す る とい う発想 は 当然 の もの で あ る。 しか し、 い くつ かの シ ステ ムの例 を参考 にす る

とデ ー タベ ースの有 効 性 が 問題 とな るのは 、変 化 す る要 求 に応 え られ な い シス テ ムの官 僚 化、

あるい は、膨 大 な シス テ ム を一元 管 理 し よう とす る ところか ら生ず る管 理 能 力 の オ ーバ ーと

い った 現象 で ある。 そ の 面か ら見 る と、従 来 考え られ て きた よ うな統 合 の イメ ー ジは、 あま

りに も不 遜な試 み では ない か とい う疑 念 が生 じる。

特 に 、今 回 の ケ ース ス タデ ィで 選ん だ企 業情 報に 関 していえ ぱ、 外部 条 件 の 変化 に よ って、

ある時 は海外 投 資 額が 問 題 に な り、 あ る時 は不動 産の 保有 量 が 問題 に な り、 ま たあ る時 は電

力消費 量 が問題 に な る とい った よ うに、要 求項 目の 内容 も目ま ぐる し く変化 してい る。 これ

らの 要 素 を事 前に すべ て用 意 して お くこ とは全 く不 可能 で あ り、 あ る程 度事態 が明確 に な っ

た 時 点 で新 ら しい デ ー タを追 加 して いか ざる を得な い。 ま た、 この ような要 求 は非 常に 緊急

嬉
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●

性 を要 す る場 合 が多 いの で、 事態 の変化 に迅 速 に フ ォロ ーす る ことが 可能 で なけ れ ば な らな

いo

さ らに、企 業情 報 には ミ有 価 証 券報 告書 ベ ースの デ ータの よ うに全 くオ ープ ンに な ってい

る デ ータの 他 に 、官 庁あ るい は 企業が 独 自に持 って い てか な り機密性 の高 い デ ー タ もあ り、

完全 な機 密 保 護が な され てい ない か ぎ りデ ー タベ ース の中 には 入れ られ な い とい った性質 の

デ ー タが か な り存 在 する 。

この よ うな 問題 の解 決策 と して、新 たに プ ライベ ー トフ ァイル とい う概念 が導 入 され る。

プ ライベ ー トフ ァイルに つ いて は、 第2部 にfO・い て もニ ー ズ分 析の 結果 か ら もそ れ の必 要 性

が提 案 され て いるが 、 デ ータベ ース ・マ ネ ージ メン ト技 術 の サ イ ドか ら もそれ が新 た め て強

調 され る。

デ ー タベ ー ス ・マネ ージ メ ン ト技 術 か ら考 え ると プ ラ イベ ー トファイルは、 デ 一 夕ベ ー ズ

の 中核 とな る メ イ ン ファ イルに 対置 され るべ き性 質 の もの で あ り、以 下の ような ものが 対 象

とな る。

① 要 望の 変 化 に よ って 新 た に必 要 とな って きた デ ータを収 納 する い わゆ る拡張 フ ァイル

② 高度 な機 密 情報 を格 納 す る ファ イノレ

③ ご く一 部 の ユーザ ーしか 関係 のな い特 異 なデ ー タ を格 納す る ファイル

④ 有用 で は あ るが 必ず し もオ ー ソラ イズ しえ ない デ ータ を格納 す る フ ァイル

■

5-2プ ラ イ ベ ー ト フ ァ イ ル の 構 造

プ ライベ ー トファ イル を含 ん だ ファ イル構 造は 種 々の タ イプの もの を考え る こ とが で きる

が、 一般 の トリ ー構造 の フ ァイル で考 えた場 合 には 、 あ る セグ メ ン トに対応 す る部 分 を プ ラ

イベ ー トフ ァイ ル と しうる と考 えれ ば よい。

た とえ ば 、企 業情 報 シス テ ムの場 合 図3-1の よ うな構 造 が考 え られ る。

図3-1は プラ イベ ー トフ ァイ ルを含 む フ ァイ ル構 造 の1例 で あるが、 この場 合 に は、 会

社 コー ドを マスター インデ ックス と して メイン ファイ ル とプ ラ イベ ー トファイル が リ ン ク さ

れ てい る。 例 えば、 「公 害防 止 設 備投 資額 」と 「収 益 性 指 標 」との関連性 を、 会 社 コー ドの

も とに調 べ る ζ とが 可能 とな る。

この よ うな構 造 を とる こ との メ リッ トは 、

① プ ライ ベ ー トフ ァイ ルの部 分 は、 メイ ン ファイ ルに何 ら影響 を与 え る こ とな く、 後 か ら

シス テ ム に追 加す る こ とが 可能で あ る。
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レベ ル1

レ ベル2

イ

テ

ム

卜

収 益 性

指 標

「 一 「 一'
一寸 工コ

公害防 止

設備投資額

「

.

レ

ト
ィ

「

ア

ベ

フ

イ"フプ

図3-1プ ラ イベ ー トフ ァ イ ル の 構 造

エイトルギへほ　

1利 用 状 況

フ'ラ イベ ー ト

プ アイ ル2

② プ ラ イベ ー トファ イル は 、必要 な人 にの み 公 開す る ことが 可 能 で あ り、 また独 立 した フ

ァイルで あ るため、 機密保 護に 完全 を期 し得 る。

③ 正規 の かた ちで シス テ ムに組 み込 み得 ない デ ー タで も、試 験 的 に プ ライベ ー トファイル

と して組 み込 み、 各 種の テス トを行 な うこ とが 可 能で あ る。

3-5プ ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル の 展 開

以 上 述べ た よ うに、 プラ イベ ー トフ ァイルは デ ー タベ ースの 拡張 性 を具 現 す るため に 考え

出 された概 念 で あ るが、 将 来 の展 望 と して、 デ ータ ベ ース 自体 が プ ライベ ー トファ イルの集

合 か ら成 り、 シス テ ム と して は最 低の規 約 のみ を定 めて おけば よい、 とい った形態 も考 え ら

れ る。 その 場 合、 デ ー タベ ースは 全 体 としては統 合 され た シス テ ムでは あ るが、 個 々に は独

立 の ファイ ルか らな り、各 ユ ーザ ーは お互 の契 約の もとに他人 の フ ァイル を利 用 しあ うこ と

に な る。 また 、 ある システ ムで はか な り権 威 の あ るパ ブ リ・ク フ ァイル を中核 と して、 そ の.

ま わ りに い くつか の プ ライベ ー トフ ァイルが 存在 す る形態 も考 え られ、 デ ー タベ ースの局 面

は 大 きな広 が りを もつ ので は ない か ら考 え られ る。

さ らに 、 ネ ッ トワークで 結ば れ た デ ー タバ ンク を展望 した場 合 には 、当 然 フ ァ イル間 の ダ

イナ ミ・クな結 合 を考 え る必要 が あ り、 そ の際 には プラ イベ ー トフ ァイルの 概 念は 必ず や有

効 に機 能 す る もの と期待 さ れ る。

●
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第4章 企業情報 システムの開発の試み

System-Xか らSystem-XXへ

■

4-1企 業 情 報 シ ス テ ム に お け る デ ー タ 流 通 機 構

ユーザ ー と して の要請 に 対応 で き るの は、基 本 と して プ ライベ ー トフ ァイル、 パ ー ソナル

ユ ースで あ り、 プ ラ イベ ー トフ ァイルの 一部 を 開放 してパ ブ リ ック フ ァ イル とす る こ とで あ

る とい え る。情 報 シス テ ム と ユ ーザ ーが分 業 に な らない体 制 を、企 業 情 報 シ ス テ ムに 当 ては

め てみ る と、下 図の よ うな考え 方 に なる。

A企 業

.F

D企 業

.F

F企 業

P.F

E企 業

.F

H企 業

F

P.F:プ ラ イ ベ ー ト フ ァ イ ル

■

図3-2 デ タ 流 通 機 構

各企 業は 自企 業の 様 々な デ ー タを プラ イベ ー トフ ァイル と して も ってい る。 そ のデ ー タの

一部 は公開 して 決裁機 関へ 送 る
。 これ は 有価 証券 報告 書 を大 蔵省 、証 券 局へ 提 出す る こ とと ・

本質 的に は変 らない。 一 方、 決 裁機 関 では、 その デ ー タを プ ール して お き、加 盟他 企業 の 要

請 に応 じて、 そ のデ ータ を転 送 する 。 あ るいは、 直接 加盟 企 業間 の チ ャン ネル をつ な いで デ

ー タ を交換 させ る こ と もで き る
。基 本 的 には、 情 報 の ネ ・ト ・ワーク を作 る ので あ るが、 企
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業同 志が 直接 ネ ッ ト・ワーク を作 って い くの は難 しいた め、 デ ー タの や りと りを"決 裁"す

る機 関 を作 り、 デ ータ流 通 機構 の中 心 に お く。 この機 構 に加盟 してい る企 業 は、デ ー タの イ

ンプ ッ トを一部 受 持つ こ とに な るが 、 そ の負担 は 少ない 。 デ ー タイ ン プ ッ トが 分 散 され るた

め、 デ ータの 更 新 は短 時 間に行 な われ る。 コス ト面か ら考 えて も、 あ らゆ る コス トが 分 散 さ

れ 加盟企 業は 、 少 額の 負 担で デ ー タを得 る ことが で きる。

デ ー タ決 裁機 関 企 業 プ ライベ ー トファイル を通 じて入 っ て きた デ ー タは 、 パ ーソ ナル

・ ユースの 端末 に よ って使 われ る。

デ タ

決裁機 関

企 業

プ ライベ ー ト

プ アイル

八 一 ソナ ルユ ース

の 端 末

企業の プ ラ イベ ー トフ ァイ ル には、 パ ー ソナル ユ ース の端 末 に対 して プ ラ イベ ー トな部 分

を与え 、 あ るセク シ ョンの端 末 を使 用 す る個人 、 また は少 数 の 一群が 、 自己 の業 務に 直結 し

た フ ァイルを持 つ こ とが で き る ように して おけ ば なお よい。 この フ ァイルの 中 に、た とえば

「秘 書部 門 」で あれ ば 、取 引 先の 役 員に 関す る デ ータな どを入 れ て お く こ とが で きる。

この ような シス テ ムが 設 計 され て、 デ ー タの流 通が ス ム ーズ に行 な われ る よ うになれば 、

ユ ーザ ーサ イ ドか らの要 請 に 、 ほS－対応 で き るこ とに な るで あろ う。 その た め には、 ハ ー ド

ウ ェアの 問題 も解 決 しなけれ ば な らな いが、 そ れ以上 に 、社 会 制 度 と して のデ ータ流 通機構

を考 えて お く必要 が ある。

■

4-2企 業 情 報 シ ス テ ムlSystem-XX

プ ラ イベ ー ト フ ァ イ ル の 機 能 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンを 行 な うた め に 、 企 業 情 報 シ ス テ ム:

System-XXを 開 発 した 。System-】(Xは 、 第2部 の1章 で 述 べ た パ イ ロ ッ ト シ ス

テ ム:System-Xを 基 本 と し て 、 プ ラ イベ ー トフ ァ イ ル の オ ー プ ン、 お よび マ ス タ ー フ

ァ イ ル との 結 合 をDEFINEコ マ ン ドに よ り、 きわ め て簡 単 に 行 な え る よ うに 設計 さ れ て

い る。

System-XXで は 、 パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の マ ス タ ー フ ァ イ ル と プ ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル

:DETAILCOST(製 造 原 価 明 細)、RAWMATRL(原 材 料 使 用 ・購 入)、 お よび

INVESTMENT(設 備投 資)と を 企 業 コ ー ドを 共 通 の キ ー と して 結 合 し て 検 索 す る こ と

一44一
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が 可 能 で ある。

System-X

DETAILCOST

System-Xの マ ス タ ー フ ァイル

System-XX

図3-3System-XとSystem-XX

プ ラ イ ベ ー トフ ァ イル を 利 用 す る 資 格 の あ る 利 用 者 は 、 新 し い コ マ ン ド

DEFINEpassword,privatefile

に よ り、 プ ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル と マ ス タ ー フ ァ イ ル を 結 合 して 、 全 く単 一 の デ ー タ ベ ー ス の

よ う に 利 用 す る こ と が で き,る。

System-XXの デ ー タ は 、 以 下 の よ うに 構 成 さ れ て い る。

フ ァ イ ル デ ー タ 属 性 パ ス ワ ー ド

Syst'em-Xマ ス タ ーフ ァイル 企 業 情 報 一 般

DETAILCOST

RAWIUATRL

INVESTMENT

製造原価明細

原 材 料

設 備 投 資

マ ス タ ー

プ ラ イ ベ ー ト

プ ラ イ ベ ー ト

プ ラ イ ベ ー ト

な し

SES、AMI

ABRAKAD

JUGEM
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マ ス タ ー フ ァ イ ノレ

会 社 コ

イ ンデ ック ス1

会 社

イ ンデ ソク ス2

口

QSESAMIQ

富≒
PAWMATRL

図3-4System-XXの デ ー タ構 造

QJUGENQ

"中

品'一'

INVESTMENT

System-XXに より、以下の問題に対応した検索を行なった。

(1)電 力費の製造原価に占める比率が高い企業の業種名、売上原価、および売上額等を知り

たい

② 原材料に原油、あるいは重油を使用している企業の総生産額、社内留保額、引当金、お

よび特別償却準備金等を分析し、原油値上げに対する財務的耐久力を把握したい

③ 同上の企業を、設備投資面からも分析したい

(4)同 上企業の海外投資、海外法人等を把握したい

(5)電 機産業の設備投資規模と売り上げ規模との相関表を作 りたい。

以上を具体的に検索した結果を以下に示す。

弓
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〔例1〕

サ プ コマ ン ド ハ

サ ブ コマ ン ド ハ

FOl-120コ

サ ブ コマ ン ド ハ

FO2-120コ

サ ブ コマン ド ハ

FO2-120コ

サ ブ コマン ド ハ

ESO4パ ラメ一夕

サ ブコマ ン ド ハ

FO3-1コ

サ ブ コマン ド ハ

DEFINESESAKI,DETAILCOSTプ ライベ ートフ ァイル製 造原価 明 細

を マス タ ー フ ァイル と結 合せ よSELECTG30032-4511GTo

SELECTCG29022-4511GToあ らか じめ 電 力 を 使 用 す る 企

業 を検 索 せ よ

FILEFO2前 に 絞 った フ ァ イ ルFO2か ら検 索 す る こ と を 指 示

SELECTG30032-4511

エラー(05)/G29022-4511GEO.0445年 下 期 の 電 力 費 一
一製 造 原 価 率4%以

SELECTG30032-4511上 の 企 業 を 検 索 せ よ

/G29022-4511GEα04

DISPLAYGO1061,G29021-451,業 種 、 売 り上 げ 原 価 を プ

G29021-4511 リ ン トせ よ

ニ ホ ンlmi]

GYOSHU'

URIAGEGENKA

451

URIAGEGENKA

4511

サ ブ コマ ン ド ハSELECT

FO4-2コ

サ ブ コマ ン ド ハDISPLAY

ニ ホ ン 吻

GYOSHU

URIAGEGENKA

451

URIAGEGENKA

4511

1,251,000,000

1,251,000,000

G30032-451156年 下 期 の 電 力 費 一 製 造 原

/G29022-4511GEα03価 率3%以 上 の 企 業

を検 索 せ よ

GO1061,G29011-451、-4511

業 種 、 売 上 高 を プ リン トせ よ

トウキヨウー

GYOSHU

URIAGEDAKA
451

URIAGEDAKA

4511

1,598,000,000

1,598,000,000

ア ンキ キキ

15・010・OOO・OOO
,

16,394,000,000
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〔例2〕

サブコマン ド ハ
マスタ フ アイル

FILE× 検索対象を全企業に拡大

サブ　 ンドハDEFINEABRAKAD・RAWM"TRLζ 三多㌻ 与㍍2露 聾 を

サフコマン ド ハSELECTGo901EQnゲ ンユnANDSHIHONKINGE

1000M

ガイトウスル

サブ コマン ド

ガイ トウスル

カイシャ ガ アリマセン 原 油 を使 用 し、 資本 金 規模10億 円以上 の 企 業 を検 索

ハSELECTGo901EQ

カイシャ ガ ア リマセン

サプコマン ド ハ

FO5-3コ

サブコマン ド ハ

FO6-3コ

サ フヒマン ド ハ

已 ギョギョウ

GYOSHU

せ よ
1ゲ ンユn

SELECTGo901EQnジ ュウ=c「 重 油 を 使 用 して い る企 業 を検 索 せ よ

SELECTC SHIHONKINGEIOOM
さ らに、 資 本 金 が10億 円以 上 の企業 を検 索せ よ

DISPLAYGolo61,Go903-4511,Go904-4511,

Go501-4511,G29134-4511

業 種 、 原 料 購 入 、 原 料 使 用 、 総 生 産 額 、 社 内 留 保 額 を プ リン トせ よ

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

SOSEISAN
4511

SHANAIRYUUHOGAKU

シ ュッ リョク

4511

オ ッ ツラ マス カ YES

スイサ ン

アキカン

ジ ュ ウユ

1,427,395

89,808KL

33,567,000,00・O

0

■

ニ ホ ン 晶

GYOSHU

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

GENRYOMEI
GENRYOKONYU

4511

ス イサン

ジュウユ

151,028KL

ワ イヤ ー ロープ

ローブ

ギョモウ

1、162・MT

518,714KG

424,619KG
¶

サブコマン ド ハDISPLAYG27041-451ユ,

履 ギョギョウ
HIKIATEKIN

4511

TOKUSHOKYAKUJUNBIKIN
4511

G27044-4511

引 当 金 、 特 別 償 却 準 備 金 を プ リン トせ よ

927,000,000

0

吻 スイサンHIKI
ATEKIN

45114,609,000,000

TOKUSHOKYAKUJUNBIKIN
45112500,000,000

一48一



●

`

●

亀

〔例3〕

サブコマンド ハDEFINEABRAKAD,RAWMATRLプ ラ イ ベ ー ト フ ァ イ ル 原 材 料 を
マ ス タ ー フ ァ イ ル に 結 合 せ よ

サブコマンド ハDEFINEJUGEM,INVESTNENY

ENO3パ スワー ドファイル ガ ミツカ リマセン

プ ライ ベ ー トフ ァ イル 設 備 投 資
ヴフ'uマ ンド ハDEFINEJUGEM,INVESTMENTを マ ス タ ー フ ァ イ ル に 結 合 せ よ

竃i31㌻ご 姐 ご ‡㌫ご
サブコマン ド ハDISPLAYGO901主 な使 用 原 材 料 を プ リン トせ よ

吻 ギ。ギ。ウ

GENRYOMEIア キカン

GENRYOMEIジ=ウ ユ

GENRYOMEIカ セ ントワイン ロープ

GENRYOMEIワ イヤーロープ

GENRYOM〔EIギ ョモ ウ

GENRYOMEIシ ョクエン

GENRYOMEIダ ンボ→ レケース

吻 スイサン
GENRYOMEI

GENRYOMEI

GENRYOMEI

GENRYOMEI

GENRYOMEI

フーロ

ユ

ー

ウ

ウ

ヤ

プ

モ

ユ
イ

ー

ヨ
オ

ジ

ワ

ロ

ギ

シ

サブコマンド ハSELECTCG2802GEloooMANDGO501GElOooM

FO8-1コ 資本 金が10億 円以上 、総 生産額 が10億 円以 上 の企 業 を検 索せ よ

サブコマンド ハDISPLAYGo1061,G25011-4511,G25012-4511,t

G25013-4511業 種 、 設備 資金 調 達 額、 株 式調 査額

社債 調 達額 を プ リン トせ よ

吻 セ イサ ク シ ・
GYOSHUデ ンキキキ

SETSUBISHIKINCHOTATSUGAKU
4511XXXXXXXXXX

KABUSHIKICHOTATSUGAKU

4511XXXXXXXXXX

SHASAICHOTATSUGAKU

4511XXXXXXXXXX
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〔例4〕
●

サブbマンド ハDEFINEABRKAD,RAWMATRL

サブコマン ド ハSEIECT

キ一 八GENRYOMEI

アタイ ハ"ゲ ンユ"QR"ナ フサnQRttジ ュウ=L"

キ一 八G2802

アタイ ハGE10000M

キ一 八/

FO9-2コ

}

プ ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル 原 材 料 を マ

ス タ ー フ ァ イ ル に 結 合 せ よ

原料 に 原 油また は、 ナ フサま た は

重 油を使 用、 資本 金100億 円以

上 の企 業 を検 索せ よ

■

●

サブコマン ド ハDISPLAYG13011,G13014,G13041

海 外投 資残 高、 海 外直 接事 業投 資 残高 、現 地法 人数 を プ リン トせ よ

㎜ セイサクショ

TOSHIZAN

CHOKUSETSUTOSHIZAN

GENCHIHOJINSU

0

0

0

囮Zー スイサン

TOSHIZAN

CHOKUSETSUTOSHIZAN

GENCHIHOJINSU

サブコマンド ハDISPLAYGENCHIHOJINMEI

0

0

0

現 地 法 入名 を プ リン トせ よ

㎜ セイサクショ

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINM[EI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINM[EI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINMEI

GENCHIHOJINMEI
、

唖 スイサン

GENCHIHOJINMEI

データ ガ ミツカリマセン
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〔例5〕

サブコマン ド ハDEFINEJUGEM,INVESTMENTプ ラ イベ ー トフ ァ イ ル 設 備投 資 を マ

詔 二ζ㌫SE皿CTGYUSH皿ODOEQ1コ 羅;=借 離 福擬 せ、
一 ド ・・TABIEGO301BE]IVVEEN2500M,5000M,7500M,10000M,12500M

ETo4パ ラメー タ エラー(01)

サブコマン ド ハTABIEGO301BEIWEEN2500M,5000M,7500M,10000M

12500M/G10011B】 孤WEEN1000M,2000M,3000M,4000M,5000M6000M
SOURIAGE総 売 り上 げ と 投 資 額 累 計 の 頻 度 分 布 表 を 作 成 せ よ

X1:-2500M

X2:2500M-5000M

X3:5000M-7500M

X4:7500M-10000M

X5=10000M-12・500M

X6:12500M-

TOSHIGAKURUIKEI-KOJI

1

6

7

9

6

3

8

3

2

1

1

、

、

ノ

ノ

:

・
・
:

.

.
:

:

:

Y

1

2
3

4

5
6

7

ン

7

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

1
2

3
4

5
6

コブ

.

X

X

X

X

X

X

ナ

1000M-
2000M
3000M
4000M-
5000M-
6000M

5
0
0
0
0
0
1

Y4
0
1
0
1
1
2

Y3
0
4
2
0
1
2

Y2
0

2
3
1
1
0

Y

1000M
2000M
3000M
4000M
5000M
6000M

7
0
0
0

0
0
81

Y6
0
0
0
0
0

1

Y

サ マ ド

サフコマン ドDEFINEJUGEM,INVESTMENT

サブコマン ド ハ

12500M/G10011

SOURIAGE

X1:-

X2:2500M-

X3:5000M-

X4:7500M-

X5:10000M-

X6:12500M-

TOSHIGAKURUIKEI-KOJI

1

3

4

8

6

3

6

3

2

1

1

.
・
.
・
:

:

.
・
.
・
:

.
・
:

Y

1

2

3

4

5

6

7

5

6

1

2

3

4

5

6

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

X

X

X

X

X

X

X

X

サブコマンド ハ

TABLEGO301BE[[Wli]EN2500M,5000M,7500M,10000]>L
BE'IWi1)EN200M,400M,600M,800M,1000Ml200M

9
】
-

1

0

0

0

0

Y

200M=

400M-

600M-

800M-

1000M-

1200M-

10000M-
12500M－

3

1
0

0

0

0
0

Y 4̀
0

0

0
0

0

0

Y 5
1
2
1
0
0
0

Y 6
0

1
1
0
0
0

Y

2500M
5000M
7500M

lOOOOM
12500M

200M
400M
600M
800M

1000M
l200M

12500M

7

0

6

」4

2

3

42
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4-5企 業 情 報 シ ス テ ム と フ。ラ イ ベ ー ト フ ァ イ ル

シ ミ ュレ ーシ ョンの経 験か ら、 プ ラ イベ ー トフ ァイルに 関す る い くつかの 基本 的 性 質 を描

き出 して み る。

(1)プ ラ イベ ー トフ ァ イル とマス ター フ ァイル との 関係 につ いて

共 通 の キーが、 企業 コー ドの よ うに扱 いや すい もので あれば 、簡 単 に プ ラ イベ ー トフ ァ

イル と マス ター フ ァ イル とを結合 す る ことが で き るが、 よ り一 般 的 な フ ァイル の結 合 を実

現 す るた めに は、 マス タ ーフ ァイルその もの の フ ァ イルア クセ ス メ ソ ッ ドに 柔軟 性 が必 要

で あ る。

ま た、DEFINEコ マ ン ドの 型 式 も2つ の フ ァイルの 関係 を完全 に規 定 す るた め に、

非 常 に詳 細 な もの にな るで あろ う。

た とえ ば、System-XX↓(お ・い て は、 マ スタ ーフ ァイル と、プ ライベ ー トフ ァイル と

の 関係は 、補 完的 で あ るか ら、結 合 した 結果 も、 き わめ て取 り扱 いが 容 易 で あるが 、 同 じ

情 報 に 関 して、 マ スタ ーフ ァイル と プ ラ イベー トフ ァイルが別 の 情 報 を与え る よ うな、 二

義性 の ある結 合の 場合 は、 ど ち らか を 選択 す るかの規 定 を、DEFINEコ マ ン ドの 中で

行 な う必要 が あ る。

② プ ラ イベ ー トフ ァイルの機 能 に 関 して

プラ イベ ー トフ ァイルが マス タ ーフ ァイル と独 立 に作 成 され た デ ータバ ンク で あ ると 考

●

セ

マ ス タ ーフ ァイ ル

u
ユ ーザ ー

σ ⇒
プ ライベー トファイル

(A)

(B)

u

・
、＼ ＼ マ ス タ ー フ.イ ・レが

琉i《嬬 謬 論 廷 ル

マス ター1ブ ライベー

フ ァイ ル`ト ファイ

ル

を

イ

ル

ア
イ

フ

ァ

ト

フ

一

一

ペ

タ

る

イ

ス
す

ラ

マ
合

プ

に
結

図3-5マ ス タ ー フ ァ イ ル とプ ラ イ ベ ー トフ ァ イ ル との 結 合

、
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え る と、 プ ライベ ー トフ ァイルが マ ス ター フ ァイルに結 合 され る方 式 に2通 りが 可 能 であ

る 。

U2

u,

マス ター

フ ァイ ル'

ワ.ラ イベ ー

,≠ 、1ト フ アイ ノレ

《第

A方 式 を更 に 一般的 に 考 え ると左 図の よう

な関係 とな り、 ユ ーザ ーUiと プ ライベ ー ト

ファ イル が結 合 した り、離 れ た りす る形態 と

な る。

B方 式 では マ ス タ ーフ ァイ ルが デ ー タバ ン

クか らユーザ ーに、 コ ピー、 また は貸 し出さ

れ て 利用 され る従 来の デ ー タバ ンク に近 い形

態 とな るが 、 プ ライベ ー トフ ァイルの機 能が

強 化 され てい る点 が異 な る。

論 理 的 な側面 か ら、 プ ライベ ー トフ ァイルの 機 能 を調べ て み る と、 以 下 の よ うに要 約 で き

(1)フ ィル タ ー機 旨旨

マス タ ー フ ァイ ルの よ り広範 な情報 を利用 す る事前 選択機 能 を、 プ ライベ ー トフ ァイル

が 果 たす 。 シ ミ・ レーシ ョ ンの例2、 例4で は、 マス ター フ ァ'イル に ない情 報 に よ り、石

油か ら派 生 す る原 料 を主 原 料 とす る企 業を 選 び出 して お り、 マス タ ーフ ァ イル検 索の フ ィ

ル タ ー機 能 を果 た して い る。

マ ス タ ー フ ァ イ ル

プ ラ イベ ー ト

プ ア イ ル 目的情報
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(2)リ ン ク 機 能

マス タ ー フ ァイルの 情 報 とプ ラ イベ ー トフ ァイ ルの情 報 と を結 合 し、 検 索 条件 、 あ る い

は 出力情 報 と する機 能 は、 フ ィル ター機能 よ りも プ ライベ ー トフ ァイル とマ ス ター フ ァイ

ル との結 びつ きが 密 接 で あ る。 この場 合、 リンクの ため の リン クキーが 関係 を定 め る重 要

な要 因 となる。 シ ミュ レ ーシ ョンの例1、3で は、 マス タ ー フ ァイルの 電 力 費 とプ ライ ベ

ー トファイル:DETAILCOSTの 製造 原 価 とが リンク され て検 索条件 が 構成 され て

い る。

業
二

企
=

一ρ

!

・ス・一… ル ＼/プ ライ　 ・… ル

8

●

●

③ は め込 み 機 能

マスタ ーフ ァイル と プラ イベ ー トフ ァイル との 関係 が さ らに 密接 に な り、 プ ライベ ー ト

フ ァイルの 枠 組 に マス タ ー フ ァイル の情 報 をはめ 込 み、 デ ー タ構 造 を再編 成 して 利用 す る

機 能が最 後 に 考え られ る。

この よ うな 利用 のた め に は、2つ の フ7イ ルの情 報 の 関係 、結 合 キ ーな どの 制限が 強 い

こ とが 条件 とな る。

マス ターフ ァ イル

フ フイベ ー トフ ァイル

以 上の3つ の レベル の結 合 を実 現 す るた め には、 共 通結 合子 の設 定 、 デ ー タ構 造 の設 定、

記述 お よび 中間 フ ァイルの 構 造設 定 と記 述 な どの一般 的理論 が必 要 とな る で あ ろ う し、 また、

フ ァイル、 あ るいは デ ータベ ースの 多 核化 理論 も現 実 に解 決す べ き重 要 問題 とな るで あ ろ う。
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提 言

提 言1.情 報 化 社 会建 設 の ビ ジ ・ン実 現 のた め の具 体的 タ ーゲ ッ トを達 成

す るため の基 礎 と して行 政 ・経済 ・経 営 ・社 会 ・医 療 ・教 育 ・環 境 ・交 通 等

に関 す る'もろ もろ のデ ータ ・バ ンク形成 と情 報 ネ ッ トワー クシ ス テム の 開発

を、 情 報資 源 共 有 の理 念 の もとに 、推 進 し確 立 しなけ れば な ら ない。へ
提 言2.デ ータ ・バ ン ク の形成 に あた っ ては、 デ ータ の生 成 ・利 用 ・流 通

の各 プ ロセ ス の実 情 を明 らか に し、 情報 エ コ ロジ ー を究 明 す る と と もに、 デ

ータ に対す る需 要 を解 析 し、 またデ ータ 評 価 を行 わ なけれ ば な らな い。 特 に

デ ータ そ の ものへ の要 求 と して、最 新 性、 網 羅 性 、信 頼 性、 デ ータ処 理 機 能

へ の要求 と して、応 答 の迅 速性 、 操作 の容 易 性 Σ_応益 の適 確 性 、 デ ータ 加 工

性 、 シス テ ム の信 頼 性 、 シ ステ ム の拡 張 性 が、 綿 密 精確 に検 討 され な けれ ば

な らな い。 これ に よ りデ ー タ開発 の 目標 を明確 に しな けれ ばな らな い。

提 言3.デ ータ 開発 の 目標 を 達成 す る の には 、 デ ータ ・エ コ ロジ ー の実態

をふ まえ、 情報 処 理 技 術 の 提供 し うる技 術 的 可能 性 のな か にお い て、 シス テ

ム設 計 を行 わ な け れば な らない。 とくに上 記 の諸要 求 を満 足 させ るため には 、

デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト技 術 と して具 体 的 にフ ァイ ル構成 、 言 語問 題 にわ た り

考慮 されな け れ ばな らな い。

提 言4.情 報 資源共 有 の理 念 の もとに、 主要 デ ータ ・パ ンクを 、 情 報 ネ ッ

トワー クを通 じて、共 同利 用 す るに あた っ ては、 汎 用的 な 単一 の巨大 フ ァイ

ル の形成 を 目途 とす る総 合 化 の方 向 は 、 必 ず し も現 実的 な解 答 では な い。 む

しろ利用 者 側 は それ ぞ れ プ ライベ イ トフ ァイル を備 え これ らを主 要 デ ータ ・

バ ンク に リンク し、 か つ相 互 に利 用 し うる よ うに す る分散 化 の方 向 が 実際 的

な場合 が あ るか ら、 そ の方 向 で の シス テム設 計 が 考 慮 され な け れば な らな い。

提 言5.上 述4っ の提 言 におい て指示 した趣 意 の もとに、 多 くの具 体 例 に

っい て、 シ ミュ レー シ ョン研究 が行 わ れ、 情 報 シ ス テムの設 計 のた め の基 礎

資料 を獲 得 す る こ とが 肝 要 で あ る。
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提 言1～5の 説 明

本 研 究報 告 は、 「あ とが き」に詳 し く述 べ て ある よ うに、 デ ー タ開 発委 員会 の最終 報 告 で あ る。

この機 会 に、 この委 員会 が調査 ・研 究 の結 果 、到 達 し得 た 見解 を、 提言 の形 で ま とめ るこ とに した

もので ある。

(1)提 言1に つ い て、 昨 年度 の 中間報 告 にデ ータ 開発 に本 委 員会 が と りか か った趣 意 が説 明 され

てい るか ら、 それ を参 照 され たい 。

(2)提 言2に っ いて は、 一般 的 には、昨 年 度 の 中間報 告 で デ ータ開発 、 デ ー タ ・ネ ッ トワー ク、

デ ー タ ・マネ ジ メ ン トとして述 べ たが 、本研 究 報告 におい て具 体 的 に利用 者 の利 用 プ ロセ ス を

分 析 し、デ ー タへ の要 求、 デ ー タ処理 機 能 へ の要 求 を詳 し く述 べ、 これ をい か に して満足 させ

るべ きか とい う問 題 設定 を行 った。(第1部 及 び第2部 参照)

⑧ 提言3に 述 べ て あ るデ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト技 術に つい てtt、 本 報告 第3部 に詳 し く述 べ て あ

る。

(4)提 言4は 実 際 のデ ータ利用 現場 にお いて、 デ ー タ需 要 は ど うで あ るか。既 存 のデ ータ ・ベ ー

ス の考 えは 、果 して これ を満足 し うる とい う設問 に対 す る解 答 で あ る。 従 来 フ ァイル に関 して

述 べて ある教 科 書 は、総 合 化 され た汎 用 の単 一 巨大 フ ァイル の形成 する ものが多 か った の に対

して、 われ わ れ の解 答 は、 そ の逆 を も示 唆 してい る ことが大切 な点 で ある。

これ につい て は、第1部 に述 べ たデ ータ 流通 の機 能 モデ ル につい て の考 察 、第2部 に指摘 し

て ある汎用性 と柔 軟性 の区別 な どが、 重要 な予 備考 察 にな っ てい る。

提言5に お い ては 、 さらに広 汎 な研 究 調査 の必要 が あ る ことを指 摘 してい る。

われ われ は、本 報 告 にお い て、 ある特 定 の具 体的 なオ ン ライ ン情 報検 索 システ ム を用 い、企 業

情 報 につい て、 情報検 索問題 を検 討 した。 われ われ が提 言2乃 至4に 提示 した 見解 は この実例 に

つい て の利 用経験 か ら帰 納 した もので あ る。 実例 に関 す る限 り、 提言4に 述 べ た よ うな分散 方式

が、 い わゆ る統 合 方式 に勝 って い る こと を疑 わな い。 た だ これ は あ くまで も、 一つ の実例 に過 ぎ

な い ので あるか ら、 これ を 一般 化 す るため には、 さ らに多 くの異 った実例 につ い て検 討 を重ね る

必 要 が あ る。

この趣意 を提言5に お い て主張 した。 そ の際、 在来 の教 科書 に提 示 され てい るの とは、反 対 に

提案4の 如 き分散 方式 が、 む しろ本 筋 に な る ので はない か と思 うので あるが、 情報 シス テ ムの設

計 、デ ータ開 発 、デ ー タ ・バ ン クの形成 に と りか か る前 に、 検 討 すべ き諸 点力桐 んであるかについ

'て、 本研 究報 告 が前 回の 中間報 告 と と もに、 多 少 とも参 考 にな るな らば幸 い で あ る。
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別 添1

パ イ ロ ッ ト ・シ ス テ ム' System-Xの 蓄 積 情 報

・

01 企業の概要

01 会 社 名

02 本社所在地

1 本社所在地(県)

2 本社所在地(市 町村)

3 電話番号

03 代 表 者 名

04 払込資本金

05 設立年月日(西 暦)

06 事業 内 容

1 業 種

2 主要製品名
ρ

07 従 業員数

1 総 従 業 員

2 現業部門従業員数

3 事業部門従業員数

08 平均月額給与

09 従業員平均年令

02 売 上

01 総 売 上 額

02 製品別売上金額 ・数量

1 売上製品名

2 売上数量単位

3 製品売上額

4 製品売上量



03 生産能力製品名

04 生産能力単位

05 生 産 能 力

03 生 産

01 総 生産 額

02 製品別生産

1 生産製品名

2 生産数量単位

3 製品生産額

4 製品生産量

04 事業所

01 事 業 所 名

02 事業所在地

1 事業所所在地(県)

2 事業所所在地(市 町村)

03 事業所敷地(鴉m)

04 事業所従業員数

05 事業所生産品

1 事業所生産品名

2 事業所生産能力

3 事業所生産能力単位

05 輸 出

01 総 輸 出額

02 製品別輸出

1 輸出製品名

2 製品輸出額
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06 設備投資

01 設備投資額累計

1 設備投資額累計工事ペース

2 設備投資額累計支払ペース

02 設備投資額

1 設備投 資額(工 事 ベ ース)

2 設 備投 資額(支 払 ペ ース)

03 部門別設備投資額(工 事ベース)

1 投資部門額

2 部門投資額

04 事業所別設備投資額(支 払ベース)

1 投資事業所名

2 投資事業所所在地(県)

3 事業所投資額

07 海外活動

01 海外投資残高

1 海外投資残高

2 証券取得投資残高

3 債権取得投資残高

4 海外直接事業投資残高

5 海外支店投資残高

02 海外投資収益高

1 海外投資収益高

2 配 当 収 益
、

3 利子 収 益

4 ロイ ヤ リテ ィ収 益

03 現地法人常勤出向者数

1 現地法人常勤出向者数
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2 役 員 数

04 海外事業体数

1 現地法人数

2 海外支店数

3 駐在員事務所数

4 地域別海外事業体数

1 地域名

2 地域別現地法人数

3 〃 海外支店数

4 〃 駐在員事務所数

05 現地 法人

1 現地法人名

2 進 出 国 名

3 現地法人設立年 月

4 出 資 額

5 出資 比 率

6 進出事業内容

7 現地法人売上額

8 法人利益額

9 提携企業名

08 関連企業

01 系列企業

1 系列企業名

2 系列企業資本金

3 系列企業事業内容

4 持 株 数

5 持 株 比率

02 参加共同行為
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1 カル テル 名

2 カル テル法 律名

3 カル テル形 成年 月

4 カル テ ル内容

09 役 員

01 取 締 役

1 取締役氏名

2 役 名

3 職 名

4 取締役生年月日

10 借 入 金

01 長期借入金

1 長期借入先

2 長期借入残額

02 短期借入金

1 短期借入先

2 短期借入残額

11 株 式

01 発行済株式

1 発行済株式数

2 券 面 額

02 株 主 数

1 株 主 数

2 政府公共団体株主数

3 金融機関株主数

4 証券会社株主数
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5 その他の法人株主数

6 外国人の法人株主数

7 個人その他株主数

03 持株率

2 政府公共団体持株比率

3 金融機関持株比率

4 証券業者持株比率

5 その他の法人持株比率

6 外国人持株比率

7 個人その他持株比率

04 大株主

1 大株主各

2 大株主持株数

3 大株主持株比率

05 株 価

1 最高株価

2 最低株価

12 資 産

01 資産合計

02 流動資産

1 流動資産

2 当座資産

3 棚卸資産

03 固定資産

1 固定資産

2 有形固定資産

1 有形固定資産

2 建 物
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3 構築物

4「 機械装置

5 船 舶

6 土 地

7 建設仮勘定

3 無形固定資産

4 投資

04 繰延勘定

1 繰延勘定

2 研究開発費

13 負 債

01 負 債

02 流動負債

1 流動負債

2 支払手形

1 支払手形

2 関係会社支払手形

3 設備関係支払手形

3 買掛金

4 短 期借 入金 ・

03 固定負債

1 固定負債

2 社 債

3 外貨社債

4 長期借入金

5 外貨長期借入金

04 引当金

1 引当金
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2 価格変動準備金

3 貸倒引当金

4 特別償却準備金

5 海外市場開拓準備金

6 海外投資損失準備金

05 債 務

1 割引手形

2 担保差入手形

3 譲渡手形

4 保証債務

14 資 本

01 資 本

02 資本金

03 新株式払込金

04 資本剰余金

05 利益剰余金

15 損益計算書

01 売上高

1 売上高

2 総売上高

3 関係会社売上高

02 売上原価

1 売上原価

2 製品製造原価

03 売上総損益

04 割賦販売利益等調整後売上総損益

05 販売一般管理費
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1 販売一般管理費

2 販売手数料

3 広告宣伝費

4 従業員給料手当

5 福利厚生費

6 交際費

7 租税公課

8 事業税

9 試験研究費

06 営業損益

07 営業外収益

1 営業外収益

2 受取利息配当金

3 関係会社受取利息

08 営業外費用

1 営業外費用

2 支払利息割引料

3 租税公課

4 事業税

09 税引前当期純損益

10 特別利益

11 特別損失

12 税引前当期損益

13 税引後当期損益

1 税引後当期損益

2 配当金

3 役員賞与

4 社内留保額
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別 添2

企 業 情 報 シス テ ムの事 例 研 究

1.銀 行における企業情報システム

企 業情 報 と銀行 の組 織

企 業情 報 シ ステ ム を実 際 につ くって使 い 、 そ してやめ た とい う経験 か ら、 ど うい う所 に問題 が あ

ったか に つい て述 べ る。

まず、 銀 行 とい うものは ど うい うし くみ にな っ てい て、 そ の中 で企業 情報 が使 われ る場 合、 ど う

い う所 が関 係 す るの か を示 す と次 の よ うにな る。

●

1一 ー 一 一 「

1役 員l
l____」

【ll
「」一.「 」 一

1企 画い 業 務い 経 司
L___」L___」`____」

I

l

__L
「 「

作業班

良

調 査 審 査

＼
(計 算セ・タ∋ 「 ⊥一 ー 一「

1証 券ll不 動産1
L____1L____●

ll,1 ll 1 1

融営
業

費店

〃 〃 〃 〃 〃 〃

役 員が あ り、 そ の下 に いわ ゆ る本部機 構 と言 われ てい る所 が あ る。本 部機 構 と呼ば れ る ものは 、

他 に も ある。 例 えば 、総 務 、 人事 な どが あ るが、 企 業情 報 に関 しては必要 ない の で省 い て ある。 こ

こで言 うのは、 調査 、 企 画、審 査 、業 務 、経 理 とい うのが 本 部 で、 そ の他 に現業 部 門 と して図 の 一

番下 のい わゆ る営 業店 とい うの が あ る。 融 資活動 とい うの は、金 を貸 す活 動 を行 っ てい るが、 ここ

の所 に企 業情 報 が 関係 す る。 そ の他 に証 券 部、不 動 産 部 な どが ある。 銀 行 、信託 銀 行 と もに、営 業

とい うの は大体 こ うい う組織 で 行 っ てい る。

調 査 と審査 の違 い は、 調査 は 、 その企 業 が優 良 な企 業 、 つ ま り金 を融 資 して も よい企業 か ど うか
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とい うこ と よりも、 そ の企 業が いい 企業 なのか悪 い企業 な のか、 将来性 が あ るのか無いのかというこ

とを調 べ る所 で あ り、審 査 は そ れに 金 を貸 した場 合 に メ リッ トが あるか ど うか、 つ ま りひ じ ょうに

利益 が あ る所 な ら、経 営 状 態が 悪 化 してい る会社 で も貸 して もよい とい うよ うな こと を判 断 す る。

また、例 えば 、 日銀 で全 体 の貸 出 し枠 を規 制 してい る よ うな場 合 に、 それの割 りふ りも審査 で 決め る。

調査 と審査 とい っ しよ にな っ てい る所 もあ るが 、 一般 的 にはダ ブル ・チ ェ ックシ ステ ム といい 、

分 かれ てい る ところが 多 い。

企 業 情報 システ ム とデ ー タ

各 部 の機 能 を順 を追 っ てい くと次 の よ うにな る。 まず 会社 か ら営業店 の窓 口 に、 金 を貸 りたい と

い う申 しこみが あ る。 す る と、営 業店 は、 この会社 はい いか悪 い か調 べ て金 をつ け て くれ と本 部 に

申請 す る。 本 部 で は、 まず 調査 が会社 の 良 し悪 しを判 断 して レポ ー トを作 る。 そ の レポ ー トの中 で

財務 指標 とい うの を くっつけ る。 そ して財務 諸 表 な り色 々な事 を考 えた うえで結 論 を出 し、審査 に

回 す。 審査 では レポー トを見 て、 この会 社 は貸 して も良い とい うことはわかる が、.つ い て は貸 して メ

リッ トが あるか ど うか を考 え る。 ひ じ よ うに大 き な会社 だ と貸 し て もプ ライム レー トば か りつ け ら

れ て利 益が上がらない ことが ある。 それ に反 して、ひ じ よ うに小 さい会社 だ と高 い金利 をふ って収 益

が上 が るか ら、 少 し危 な くて も貸 した方 が 良い 、 とい うようなことを判 断 す る。 審査 にお い て も、 財

務 指標 を見 る。 とい うのは 、 も しこの会 社 が危 ない と調査 で結論 した場 合 で も審 査 で は危 ない と思

うが メ リ ッ トが あるので貸 した い とす る と審 査 で は も う一度 財務 諸 表 な どを 引 っ く り返 して調べ 、

判 断 を下 す。

融 資 の意 思決 定 は、 営 業 面 か らそ の店 と して貸 して良 いか どうか とい うことで ある。 また、 支店 長

権 限 で本 部 に上 が って こな い場 合 が あ るが、 い ちお う本 部 に上 が っ て くる場 合 には、 支店 と しては

貸 した い と考 え てい る とい うことで ある。 申請 書 とい うのは あ く まで も支店 と しては貸 したい。 そ

こで本 部 の判 断 を求 め て くる とい うことで あ る。

企業 情 報 シ ステ ム は以 上 の よ うな し くみか ら信用 調査 をや る場 合 に、相 手 企 業 がい い か悪い か を

判 断 す るため に使 うとい うことが 基 本 に な って設計 され た。

まず、 イ ンプ ッ トデ ー タ と して考 え られ てい たの は有 価証 券 報 告書 ベ ー ス のデ ー タ、営 業報 告書

ベ ース のデ ータ 、そ の他 のデ ー タ の三 つ で ある。

最初 に有 価証 券 報告 書 で すが 、 これ は どこの銀 行 も、 最初 は有価 証 券報 告書 ペ ー スが 多か った と

思 う。 とい うの は、 デ ー タ の内容 が ひ じ よ うに豊富 で あ り、精 密性 とい う意 味 で企 業 分析 には使 い

易 い か らで あ る。 た だ有 価 証券 報 告書 ベ ー ス とい うの は上 場 会社 で あるが、銀 行 の取 引先 にお け る
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上場 会社 の 占め る割 合 とい うのは必 ず し も高 くは ない。 金融機 関 に も よるが、 ま あ40～50%で 、

あ とは上 場 で ない会 社 で ある。 そ の場 合 に は営 業 報告 書 ベ ース で使 う。

普通 の金 融機 関 で は取 引先 の企業 の営 業 報 告書 は、大 体 とっ てい るので 、 それ を イ ンプ ソ トす る

ことになる。ただこれ はひ じょうに内容 につい てはバ ラつきがある し、各企業の 財務に関する恣 意 性 とい う問

題 もあるので 、 これ を な らす必要 が ある。営 業報 告書 ベ ー ス でや ってい る もの でひ じ よ うに代 表 的

な例 と しては、 日経NEEDSの 営業 報 告書 ベー ス のデー タ が あ る。 これ も新 聞 記者 が か な り調 べ

てデー タ の斉合性 を保 ってい る。 そ の他 に営 業 報告 書 も出 してい ない よ うな 企業 が ある。 それ に営

業 報 告書 は大 体取 引 先 ぐらい しか 入手 できない ものだ か らそれ以 外 については興 信所 な どの デ ー タに頼

ることがξ恰 多いのが 現状 で あ る。 興信 所 の デ ー タ とい うのは ひ じ よ うに荒 い もの だが横 に比 較 す る

時 には小 さい企業 のデ ー タが あ った方 がい い とい うこ ともあ り、 第三 の手 順 と して考 えた。

実際 には、有価 証 券報 告 書 ベ ー ス と営業 報 告書 ベ ー スの シス テ ムづ く りまで は試 み た。

InputeData

・有 価証券 報 告 べ ー ス ー 財務 諸 表規 則

(・営業報告書ベース・その他(興 信所等))　

{
イ ンプ ッ トの 一元化

情 報 源 で の イ ンプ ッ ト処理

次 に、 ア ウ トプ ッ トの デ ー タ と して は、B/S(貸 借対 照 表)の 要 約 した もの、P/L(損 益 計

算 書)の 要 約 した もの、財 務 分 析 指標(売 り上 げ高 回転率 、総 資本利 益 率 な ど)、 生 産性 指標 、成

長 性 指標 、資 金運 用表 、 お よび資 金移 動 表 な どを出 してい た。

イ ンプ ッ ト ・デー タ の ソー ス には先 に述 べ た よ うに有 価証 券報 告 書 、営 業報 告書 お よび その他 が

あるが、標 準6表 は有価 証 券報 告 書 だ けか ら出 て くる。

営 業報 告書 ベ ー スで は要 約B/S、 要 約P/Lお よび財 務諸 表 分析 まで はだ い たい で き る。 そ の

他の ものを用いると、 これが・殆 ん ど出 ない場 合が ある。 有価 証券 ベ ー ス とい うのが 一番網 羅 性が あ る。

OutputData

標 準6表

(鷺 言+)

*
要約B/S

*
要約P/L

*財務分析指標
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生産性 ・成長性指標

貸金運用表

資金移動表

*大 蔵 省 検 査 用linesheet

に 転 用

それ か ら、大 蔵省 の検 査 用 の ライ ンシー トとい うのが ある。 この プ ログ ラムは大 体 どの銀行 で も

つ くってい る。 これ はB/S、P/L、 それ か ら財 務 分析 指標 の 一部 につ い て出 さな ければ い け な

い。2年 に 一度 しか ない が、い ち お うこの需 要 が あった。

次 に、 この よ うな な まに近 い もの に くらべ れば 少 し企業 の良 し悪 しを検討 す る とい う観 点か らス

コア リング を行 った。 ス コア リン グ とは収 益性 、安 全性 、生 産性 、 成長 性 につい てポ イ ン トをつ け

て、規模 別 のプ ラス アル フ ァな どを加 えな が ら企 業 の良 し悪 しを判 断 する材料 を作 る こ とで あ り、

い くつ か の指 標 で判 断 す る 因 子 分 析 等 を や っ て み るス テ ップが あ る。 そ の手 法 は色 々 あり、 ま

た 色 々 試 み た が 内 容 に つ い て は 結 局 企 業 の優 劣 を判 断 するの を計 算機 にお き かえ てみ たい とい

うことで あ る。

Scoring(1)

(鷺 計)

収益性

安全性

生産性

成長性

規模+α

■

Scoring(ID

企 業モ デル

優劣判断 因子分析他

計量経済モデル

S.D

■ ス コア リング とい うのは有 価証 券 報 告書 ベ ース で行 ってい る。 だ か ら営 業 報 告書 ベ ース とそ の他

とい うの はカ ッコ して あるの だ が カ ッコの意 味 は、要 する に これ か らやろ うとい うか 、途 中 まで し

か 試 み てい ない とい うこ とで ある。 と りあえず システ ムを つ くって しまって、 それ か らデ ー タを増

や してい く方 針 で あ った。 次 に、 ス コ ア リングの レベ ルで あ るが 、 これはい くつ か あ るパ 国別企 業

の判 断 とい うのは、 銀行 の場 合は 調査 、審査 、融 資 のい ずれ に おい て もい ちお う必 要で ある。
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調査 の場 合は非 常 に細 か ぐ判断 しな ければ な らない し、審査 の場 合 は 少 し観 点が ちが うし、融 資

の 場合 は大 ざっぱ にわ かれ ばい い とそれ ぞ れ要 求が ことなっ てい るが 、個 別 企業 の判 断 とい うのは

必要 で ある。 したが ってそ れ につい ては企業 デ ー タが何 らか の形 で必 要 とい うこと にな る。

個 別企 業 の判断

業 界 の判断

企業 モ デル

業界 モ デル

マ ク ロモデ ル

予測

予測

審
査

○

○

調
査

○

○

○

○

融
資

○

吟

業 界 の判 断 とい うレベル にな る と融 資 は殆 ん ど関係 な くて、 調査 と審査 しか関係 ない。 それ を超

え て、 例 えば企 業 モデ ル と業 界 モデ ル まで つ くって予 測 まで考 え る とか 、 それ か らマ ク ロと ミク ロ

との接点 を考 え る とか、 こ うい った予 測 の問題 にな る と、殆 ん ど金 融機 関 で は調査 以外 手 をつ けな

い。 した が ってニーズ も殆ん ど無い とい うことに な る。

次 に、 企業 デ ータ の プ ロセス につい て述 べ る と、 個別企 業 デ ー タ、 これ は デ ータ ベ ース として集

め る。 そ してそ れ に加 工 して判 断 を す る。 そ の判 断 に基 づ い て方策 を決 定 す る。 これ は概 念的 なプ

ロセス で、 そ の中で 調査 で は どこまで介入する とい うと、 個別 企 業デ ー タ を集 め て、加 工 して判 断 す

る、 とい う所 まで とな る。 スコア リ ング まで は 自動 的 にや る。 ス コア リ ング とい うの はデ シジ ョン

では ない が、 ガ イ ドライ ン を決 め て し まえば デ シ ジ ョンにな る。 ス コア リング とい って も数量 化 分

析 をや って しま えば 優 良 か不 良 か に分 け て しま うか ら、 結 局判 断 に な っ て しま う。

企業 デ ー タ利 用 の プ ロセ ス

① ② ③ ④

個 別 企 業

デ ー タ

● 加 工

、

一 判 断 一 方 策

調査
個 別 企 業

デ ー タ
加 工 判 断一 一
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●

審査
個 別 企 業

デ ー タ

資金枠

融資構造

融資

営業店政策判断

口 機械

○ 人

●

審査 は 個別 企業 に つい て は、 今 ま では 内部 で蓄積 した デー タを使 ってい る。 加 工に つ い て も審 査

は 審査 の判断 で 加工 してい た。 だ か らそ れは 手 で行 って いた。

加 工 とは、 資 金 運 用 表 等 を機 械 で作 成す る こ とで あるが 、そ の プ ロ セ ス が 、人 に よっ て ちが

うとか、 対 象企 業 に よっ てち が うとい うよ うな事 が大 な り小 な りある。従 来 は、 ひ じ よ うに特 殊 技

能 と され てい た。 長 い 間調査 に従事 しカ ン も働 らき、 そ して、 自分 の判 断 で 自分 の表 もつ くって、

そ の表 に基づ い て判断 を下 す とい うスタ イル だ った。

ア ル ゴ リズ ムが属人 的 で ある とい え る。 それ 力精 報 シ ステ ム化 の問題 にひ じ よ うに大 き くひ びい

て き てい る。 自分 の長 い 間の経 験 に よるデ ー タの作 り方 だ とか、 加工 の仕 方 に よ らない と全 く自分

の判 断 が 狂 うとい うことが あ る。

ま た、Aと い う人か らB社 を 見 るときは ノー ・ハウが 凄 くあ るが 、Aさ ん に しか ないのが 問 題 とな る。

そ こで不 完全 で もAと い う入 以 外 のCと い う人 に も利用 で き るよ うに何 とか した い と思 うが、Aに

とっ ては物 凄い 抵抗 が ある。Aに は それ が生 き る道 だ か らで ある。

この よ うに して、 企業 の財 務 分 析 を部 分的 に機 械 化 した とい うことに な るのだ が、 実 は、機 械 化

に よって人 を置 きかえ た とい うとそ うで は な い。機 械 化 した とい うことは 、今 ま で や って た こ とめ他

に新 たに機 械 で やる ものが 出来 た とい うだけ で要 す るに 資料 が 多 くな った とい う ことで ある。
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本来 は最 初 の1.2.3.4の プ ロセ ス を全 部 機械 化 す るとい う話 が あ った。要 する に企 業 を調 べ て判

断 して、判 断 した もの に基 づい て金 のわ くまで計算 して しま う。 一部、 そ れを 行 った銀 行 が ある ら

しい。 この省 力化 に よっ て主 に新 しい会 社 だ とかデ ー タの そ ろ ってい ない会 社 につ い てで き るだけ

人 力 を投入 しよ うとする。 これ はひ じ よ うに正当 な考 え 方 では ある。 しか しなか なかそ うはい かな

い。 それ ぞ れ の部所 、 部所 に必 要 な もの にバ ラつ きが ある とい うことで、 我 々 の場 合 に は この バ ラ

つ きを解決 で きな か った。

●

情 報 システ ム の特 性

この こ とを、 情 報 シ ステ ム の特 性 を速 報性 、検 索 性 、網 羅性 の3つ の フ ァクター に分 け て述 べ る

と次の よ うにな る。

速 報 性 とは 最新 の情報 とい うことで、検 索性 とは 必要 なデータが す ぐ出て.くるとい うこ とで あ る。 ま

た、 網 羅性 とは情 報 が多 い とい うことで あ る。 役 員 の場 合 には、 ひ じ ょうに仕 事が 多 く、 色 々な 会

社 の人 々 と会 った りす るので 、そ の 会社 の アウトライン を知 りたい場 合が 多 く、 した が っ て検 索 性 が

ひ じ よ う.に必 要 と なる。 そ の次 に速 報性 、網 羅性 が必要 とい うことになる。調 査 では 、網 羅性 がひ じ

よ うに必 要 で、 そ れ か ら速 報 性、 検 索性 とな る。

審 査 の場 合 には 、速 報性 がひ じ よ うに必 要 で あ る。 そ の理 由 は、審 査 は扱 う企 業 が多 い ので審査

だ け で判 断 す る とい う企 業 が かな り多 い か らで あ る。

融 資 の場 合 には、 検 索性 がひ じ よ うに必 要 で、速 報 性 、網 羅性 と続 く。証 券 の場 合 は、速報 性 が

ひ じ よ うに必 要 とな る。 金 融機 関 は大 体 の場 合機 関投 資 家 にな っ てい るの で、資金 を運 用 するた め

に企 業デ ー タ が必 要 にな っ て くる為、速 報性 が必要 と され る。

この よ うに各 部所 に よ っ て、 ひ じ よ うに要 求 す る もの が異 る。

速 報性 は入力 の問題 で 、検 索性 はア ウ トプ ッ トの問題 で網 羅性 は フ ァイル の問 題 で全 部問題 がち

が うと考 え られ る。

この3つ は 相互 に 矛盾 す る ことが ある。例 え ば網 羅性 と検 索性 とい うの は、情報 量が多く、検 索が ス ピ

ー ディに で きる とい うことに なるが
、情 報量 が多 ければ 、 ハ ー ドと して は検 索 ス ピー ドが落 ち る こ と

に な る。 も っと も機 能 が ハ ー ド面 で整 備 されれば 、 トレー ドオ フ関係 を解 決 で き るで あろ う。

チー タ の信 頼性 の1つ は インプ ッ トの問題 に ある。信 頼性 を確保 す る所 まで で きない。

い ろい ろチ ェ ソクシ ステ ム をつ け てみ るが、最 初 か ら入 れ まちが え て しま うとチ ェ ックにか か ら

な い場 合 が多 い。 デ ー タ の幅 に よってひ っか けた り資 金運 用 表 な どをつ くった り、 バ ラ ンスシ ー ト

ー これ は最後 にみ な合 うよ うにな っ てい るので 一 な どで チ ェ ックシ ステ ムを作 る。 もと も と入
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●

役 員

調 査

審 査

融 資

証 券

経 理

性報

B

B

A

B

A

A

速 性索

A

C

C

A

B

B

検 性羅

C

A

B

C

C

C

網

■

っ て くるデー タ の信頼 性 につい ては、 も とが有 価 証券 報 告書 ベ ー ス の ものだ か ら、 イ ンプ ッ ト段 階

で は ど うし よ うもない。 最初 の イ ンプ ッ ト ・ミス として例 えば 流動 資 産 の 中で現金 と預金 とが あ り、

そ れ を入 れ まち が えた とい うよ うな こ とが あ った場 合、 これ は ど う しよ うもない。

デ ータ バ ンクで 一番 む つ か しい 問題 とい うの は、 デ ータ の信 頼 性 だ と思 われ る。 デ ー タ を信 用 で

きな くな る と、皆 利 用 しな くな る。

有価 証 券 報告 書 の内容 とい うの は、 実際 非常 に大 き な情 報量 を含 ん でい る。 そ して企業 につ い て

の情報 に対 す る要 求 は限 りな く増 え るので これ を どの よ うに解 決 す るかが ひ じ よ うにむ つ か しい。

勿 論 、果 して財 務 デ ー タ以 外 の デ ータ を入 れ た ら企業判 断 をす る能 力 が向上 す るか ど うか も問 題 で 、

現 実問 題 として は向上 していな い。

したが って財務 デ ータ以外 のデ ー タの範 囲 とい うの は、 ど うい うもの なの か。 結 局限 りな く入 れ て

い い もの なのか。これ らをど うい う風 に考 えた らいい か とい うことが ひ じようにむず か しい 問題 で ある
。

金融 機 関 や他 の企 業 で も、財務 データを使 お うとは してい るの だが 、それぞ れ用途 が ちが うか ら、どの

くらい まで入 れ た らい い か とい うのが、 デ ータ バ ンク と しては問 題 で あ る。 デ ィシジ ョンは無 理 だ

が、 いわ ゆ る判断 の資料 を どこ まで入 れ るか とい う問題 で ある。 デ ィシジ ョンす る入は 護れ に して

も何 もな くては、判 断 は で きない ので、 や は り新 聞 な どを読 ん で行 ってい る。 そ れ を ど こ まで入 れ

るか。 当然 有 価証 券報 告 書 の とこ ろ まで は、判 断 の 当た る確 率 は 高い。 そ れ以 外 に な る と個別 に よ

って ちが うので当 た る確率 はず っ と低 くな る。

また、有 価 証券 報 告書 を使 っ て、 これ は伸 び てい る会社 だ と判 断 す るのは で き る。 しか しこれ は

伸 び る会 社 とい う判断 はで き ない と思 う。

もっ と も伸 び る会社 か伸 び ない 会社 か の判 断 とい うのは小 さな会 社 の場 合は人 で、社 長 と副社 長

を 見れば わか る と言 った こ とも あろ う。 小 さい会 社 の場 合 、 デ ー タば か りでは ない。

そ こでむ しろ会社 の概要 とか工 場 の所 在地 とか の項 目の価 値 とい うのが 逆 に高まってくる。過去 の す
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う勢 と して の 利 用 で は な く全 然 別 の 意 味 で 、ひ じよ うに戦略 的 に使 うよ うな使 い 方 とか、い ろ

い ろで き る とい う意 味 で、 財務 デ ー タ を集 中的 に入 れ てい たの は失敗 だ った とい う風 に思 われ るの

だ が、む しろ、 戦略 的 に使 え るデ ー タ が あ ると、企 業 デ ー タ と して入 れ てい た 方が結 局 は役 に立 っ

た ので はな い か と も思 われ る。

企業 情報 シ ステ ム と経 営科 学

財務 分析 指標 な どをた だ機 械 にお きか え る とい うだ けで 、要 す る に手 でやっていた ことを機械 にお

きか えた とい うケ ース か ら、ディベ ロ ップ メ ン トを主 体 と した経 営 分 析 の手法 の開発 とい う面か ら、

色 々な 見方 で試行 錯 誤 を行 った。

例 えば 、 つぶ れ た会 社 は 、過去 に は ど うい うデ ーータ だ ったか とか、 そ うい う分析 とい うのはで き

る。 つ ま り、経験 値 を利 用 して多 変量 解析 をす る とい うこ とを行 った。

そ の過程 で パ タ ー ンに分 け てみ た り色 々や ってみ た のだ が、 い ざ会 社 が つぶ れ る とい うのは、 そ う

い うことでない要 因 とい うの が50%以 上 も ある。 経 営 者 がひ じ よ うに悪 くてい っぺ ん につ ぶれ て し

ま った とか 、 あるい はマ ク ロの波 が押 し寄 せ て き てつぶ れ た とい うよ うな こ とが あ った 。

結局 、財 務 デ ータ とか今 まで の企 業 のデ ー タ で会 社 の判 断 に寄 与 する部 分 とい うのは50%の 確

率 で あ り、 あとの50%は ち が った要 因 だとい うようなことが ある。 しか し、そ れ を実際 にや っ てい

る人達 が、 この50%の 確 率 で会 社 が判断 で き るの な ら使 い よ うが ない では ない か とい うのが、 日

本 の場 合 一番 問題 にな っ てい る点 で ある。 我 々の場 合、 多 変量 解析 をや って会 社 のい い悪 い に分 け

た。 そ して80%当 た った。20%は 経 験 と比較 して当 た らな か った。 その 次 にや った ら90%ぐ

らい 当 た った。 しか し結 局20%、10%の 問題 でだ めだ とい うことになった。 つ ま り企 業 は、 全体

で くるので は な く、 例 えばA企 業 を調べ て下 さい とい うことになるが 、当た らない こ とが あ る とい うの

は も うだめ だ とい うこ とに な る。

この話 をア メ リカ入 に話 す と、 これ はひ じ よ うに大変 な事 だ と感心 す る。 ア メ リカ人 には、 こ う

い う考 え方 でや る とい うのが わか る とい う。

職人芸 だ と結果 論 と し てはお そ ら く、 この よ うな数字 では な く、 感覚 的 な数 字 を言 え ば零 コ ンマ

い くつ とい うひ じ よ うに小 さな数 字 とな ろ う。 これ はデ ータ の限 界 と、 も うひ とつ環 境 が変 わ る と

い うことで あ ろ う。

ただ、 今 の 日本 で 一番 問題 な のは 、そ うい う確率 論 的 に当 たれ ば 、か な り仕事 が進 む とい うことが

無い とい うこ とで あろ う。 結 局、 こ う した ものは な か なか使 え な い。

こ うい う論理 でつ くっ ては まだダ メな ので あろ う。 ア メ リカがい い とい うの は基本 的 には、 トレ

ー74一

●



●

、

一ニ ングの され方 が全然 ち が う とい うの がひ とつ
。 も うひ とつ は、 日本 で は、 人 が い っぱい余 っ て

い る とい うこ と。だ か ら、アメリカで は 、一人 のバンカーが ものす ごい エリアで、もの す ご い沢 山 の企 業

を拘 え てい る。 一人 のア カ ンタ ン トがや る。 そ うす る と一社 、一社 を職人芸 的 に や っ てい られ な い。

か つ また、 ビジネス ・スクール で 、確 率 の判 断 の 教 育を受 け てい る。だ か ら、自分 で 、どれ を見 な ぐて

いい か の判 断か らまず 始め る。そ して、こ こで言 う20%の 部分 だ けは 自分 が や る とい うこ とに な る。

一人 が100の 企 業 を持
っ てい れ ば、 これ で8割 成功 すれば も ういい こ とに な る。

日本 の場 合 の考 え方 は、 例 えば100の 企 業 を持 ってい るとす る。 そ して、判 断 の正 しさが80で

20が マ イナス だ った場 合、20マ イナ ス の方 を評価 す る。 この人 は20マ イナ スを した とい う考

え方 で あ る。

ア メ リカ は80プ ラス した方 が見 られ る。 そ し て、80プ ラス したの だか ら20マ イナ ス した っ て、

どうとい うことは ない では なは か という風 にな る。 しか し日本 は全 然 ちが う。 銀行 の場 合 は、特 にそ

うだ が落 と した方 が問 題 にな る。

ρ

2.ガ ス 事 業 に お け る 企 業 情 報 シ ス テ ム

ガス事 業 にお け る組 織

ガ ス事 業 にお け る情報 シ ステ ム につ い て述 べ る まえ に、情 報 シ ステ ム の前提 とな るガ ス事 業 の組

織 の概略 を説明 する。

組 織 は 図1に み られ る よ うに、 企 画室 、 営業 部 、工務 部、シ ステ ム、 勤労 部 、経 理 部 な どで構 成

され てい る。

各 部 の機 能 にっい てい えば、 企 画 室は 、全 体 企 画、 調査 を遂 行 す る。 全体 企 画 とい っ て も、各 部

か ら積 み上 っ て きた言十画 を まとめ る ことが主 で あ る。 す なわち 、積 み」二げ 、 全体 調 整、 あ とは将 来

に対 す る調査 とか、長 期 計 画 が主 で ある。 販 売 関係 と導 管投 資 は、営業 と支社 とで行 う。

支社 は、 ガス の供 給 エ リア内 に、 四 つ ある。 支社 と本社 の下 に営 業所 が あ る。 これ が実 際 の販 売

活動 を し、 そ の数 は16あ る。

営 業所 の下 にサ ー ビス店 が あ り、 これ は、 営業所 とは別 に地 域的 に器具 売 った り、需 要 家 のた め

にガ ス工 事 等 を す る。

工 務 部 の下 に は工 場 が あ り、 工 場 は全 部 で五 つ あ る。 その他 に計 算機 関係 は、 シ ステ ムセ ンタ ー、

人 事関 係 は、勤 労 部 あ とは経 理 関係 とい う内容 にな る。

支社 と営業 部 は同等 の関 係 に ある。 情報 の流 れ と しては、営業所 → 支社→ 営 業 部 と流 れ てい るが、

予 算権 は支社 が持 っ てい るの で、 結 局 、 同等 で、営 業 部 の下 に支社 が ある とい うこ とで は ない。
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図1 ガ ス事 業 にお け る組織
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ガス事業 にお け る経 営 計 画

ガ ス企 業 にお け る企 業 情報 、 システ ム とい うのは、 ガス企 業 にお け る経 営 計 画、情 報 システ ム を

中心 に形 成 され てい る。 企業 情報 シ ステ ム を開発 し てゆ く時 に、 い ったい ど うい うカテ ゴ リー で情

報 を集 め るか とい うこ とが問 題 に な った。

その時 に、情 報 を ただ やみ くもに集 め て も使い道 がな いだ ろ うとい うこ とで、 やは り計 画単 位 に

情 報 を集 め てゆ か な くてはダ メだ ろ うとい う結論 に達 した。

経 営計 画単 位 に情 報 を集 め る とい うことは、情 報 が非 常 に分散 化 され る こと を意 味 す る。要 す る

に、 後述 す るが、短 期経 営 計 画 とい うの は、 部単 位 に ある計 画 を積 み あげ た もの が、総 合計 画 とな

る。

そ うい う意 味 で、 経 営計 画 に対 して情 報 が決 っ て くる とい う因果 関 係 が ある とすれば 、情報 が分

散 化 され る傾 向 に あるわ け で、従 来 のMISの 様 な情 報 の一 元化 とい うこ とは な かな かで きない だ

ろ うと考 え られ る。

そ うい う意 味 で、 企 業情 報 システ ム の基軸 に経 営 計 画 を持 っ てきた とい うこ とは、逆 に経 営 計 画

か ら ど うい う情報 が必要 か とい うことが 一意的 に決 定 され る こと を意 味 す る。

、、
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■

長 期経 営 計画 と短期経 営 計 画

ガス事 業 にお け る経 営 計 画 を考 え る と、 一 つ は長期経 営計 画、 これ は5ケ 年 か ら先 の計 画 を指 し

てい る。 も う一つ は、短 期経 営 計 画、 これ は5ケ 年内 の 見通 しを つけ る もの 、 こ の二 つ に分れ る。

長 期経 営計 画 には二 つ あ り、 一 つは 、環 境予 測 と経営 状態 予 測 と二 つ に分 れ る。環 境 予 測 とは、

一 つ には経済 成 長、 都市 人 口、都 市 ガス潜 在需 要 予 測、 ガス エ ネル ギー の需要 が どれ 位 あるか とい

うこと、 エ ネル ギー の需給 予 測 、 エ ネル ギ ー全体 の需 給バ ラ ンス 、民 生 用需 給 のバ ラ ンス はど うな

るか、 消費 構造 の変化 な どの予 測 を意 味 す る。 これ に対 して今 、 モデ ル が で き てい てモ デル に対 応

してデ ー タが取 れ そ うなの は、都 市 人 口予 測 で、 人 口配 分モ デル でつ くられ てい る。 これ に対応 し

たデ ータ とい うのは完 全 で は ない が、 集 っ てい る。 あ との ものは モデ ル 化 され て もい ない し、 きち

っ と明 確 な や り方 とい うもの が、 セ ッ トされ てい ない。

ρ

経 営計 画 モデ ル

長期 の経 営 状況 の予 測 、 これ には、 経 営計 画 モ デル が あっ て、 これ で だ い たい予 測 で き る。 経営

計 画 モデ ル が ど うい うものか を書 い た の が図2で ある。

図2長 期経営計画モデル
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簡単 に説 明 す ると、販 売 量予 測モ デ ル は、 ガス の販 売量 予 測 す るモ デ ル で全体 需要 を把握 し、

地域 配分 モ デル は 、 これ は行 政 区画 単 位 に販 売 量 を配 分 してい くモ デル で ある。

それ か ら どの よ うに導管 をひ い た ら良い か とい う導 管投 資 の モデ ル が あ る。(こ れ は需 要家 を取

るため に は導管 をひ かな く てはな らない の で、 そ うい うモデ ル が必要 とな る。)図 の右 の方 には、

需要 を満 た すため の 生産 を しな くてはな らない か ら、 そ の ため の製 造設 備 を っ くる、 そ うい う計画

モデル が必要 とな る。

そ して、 最終 的 に総 合収 支 モデ ル とい うもの が あ って、 これ 全体 で一 つ の経 営計 画モ デル がで き

あが る。 このモ デル に必要 な入 力 パ ラ メー ター とい うのは 、図2に 書 い てあ るよ うな もの で、 これ

が新 し く取 る需 要 家 件数 、 器具 の販 売 台 数 とか、 導管 の単 価 とか、 原 料 の単価 とか、 増 資計画 とか

い った もの が含 まれ る。

、

7

経 営計 画 モ デル の ため に必 要 な情 報

経営 計 画 モデ ル は前述 の如 くで あ るが、 このモデ ル に必要 な情報 が い くつ か ある。長 期経 営計 画

モデ ル に よ るシ ミュ レー シ ョンの ため の必要 情 報、 そ の 内容 につい ては図3に 示 して ある。 この必

要情 報 は主 に社 内情 報 に限定 して ある。 図を説 明 す ると、 まず モデ ル が5つ あっ て、 そ れ に対 し て

情報 が対 応 す る。情 報 源 は 、情 報名 の下 に明示 され てい る。情 報 の内容 を説 明 す る と、 調定件 数 と

い うのは、 い わゆ るガ ス料 金 とし て確 定 し てい る件数 をい う。 調定 一件 当 りの販 売量 、 これ は一件

あた りどれ位 ガ ス を使 うか とい うデ ー タ、 それ か ら行 政 区画 別 の需 要家 件 数、 これ は、行 政区 画 あ

た り需要 家 が どれ だ け あ るか を示 すデ ータ、 さらに撤 去 率 は需 要家 で毎 年 止 め てゆ く数 を示 す。 こ

れ らのデ ー タはCISと い うシステ ム か ら得 られ る。 すな わち 、 ガ スタ マ ー ・イ ンフ ォメーシ ョン

・シ ステ ム(CIS)か らデ ー タ を抜 き 出 し てやれ ば モデル に対応 す る情 報 が得 られ るとい うこと

で ある。 現在 の所 、 個 々のモ デ ル と情 報 源 と してのCISが 持 っ てい る フ ァイル とは必 ず し も対 応

は してい ない が、将 来 は こ うい う形 で つ な ぐことが でき る。 そ の他 に も、例 え ば今 、総 合 器具 調査

とい う調 査 を してい るが 、そ れ か ら得 られ る情 報 と して器具 一台 当 りの使 用量 とか、 器具 の普及 率

とか、市 販 器具 の普 及 率 が あ り、 それ をペ ース に して、 モデ ル に情報 が提供 で き る。

そ の他 、 装置 工事 の収 入単 価(ガ ス管 引 くときの工事 の単価 、 費 用 の単価)等 につい ては、装 置

工事 システ ム が あ り、そ こか らデ ー タ が提供 され る。

器具 の収 入単 価 、費 用 単価 、 これ ビは 器具 の販 売 シ ステ ム が あ っ て、 そ こで計 算 し てい る。

そ れか ら、 ピー ク 日の送 出量 で製 造設 備 が決定 され るが、 そ の基 本 とな る ピー ク 日、 割 合、そ の

他 にガバ ナ ー送 出量(要 する に電 気 で い うと ころの トラ ンス あた りの送 出量)、 原 料 ガ ス の発生 量
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(こ れ は原油1ice当 り、 どれ 位 ガス が 出 るか とい う一つ の原単 位)、 歩 留 り、Utと か、 単価 、 そ う

い うものがTGCSと い うシ ステ ム と原 料 シ ステ ム とか らで て くる。 そ れ か ら あ と需 要 本 支管 の単

価(こ れ は ガ ス管 を敷 設 する時 にい くら工事 費 が かか るか とい う単価)そ うい うもの は この本 支管

システ ムか ら提 供 され る。要 本 支 管 の延 長 、 これ は行 政区 画別 に どれ だけ ガ ス管 が埋 っ てい るか と

い う情 報 、 これ は これ か ら開 発 す る予 定 で あ るが、 導 管情 報 システ ム か ら提 供 され る。 ガバナ ー の

単価 とメ ータ ーの単 価 は貯蔵 シス テム か ら提供 され、 勤 労 シ ステ ムか ら人 件 費単 価、 経 理 システ ム

か らは道 路修 繕 費 単価 等 が提 供 され る。 既存 の システ ムか ら情報 を抽 出 すれば 、 この よ うな情 報 フ

ァイル がで き てき てそれ をベ ース に長 期 経 営計 画 は 一応 ラ ンでき る。 長 期計 画 に関 しては、 こ うい

う情 報 の抽 出形 態 さえ整 えば 、 一応 企業 情 報 フ ァイル と してのデ ー タの確立 はで きるわ け です。 内

部情報 と しては で き るだ ろ うとい う見通 しがたつ。

経 営計 画 モデ ル の問題 点

経 営計 画 モデ ル の問題 点 とい うのを あげ れ ば、 一 つ には モ デル 自身 に フ レキ シ ビ リテ ィ とい うの

が ない。 時 に、細 い 政策 を取 り得 ない とい う欠 点 が あ り、 現在 の よ うにめ ま ぐる し く状態 が変 る と、

モデ ル にあ らか じめ条 件 を沢 山 セ ッ トし てお け ない か らモ デル 自身 を変え ていか な き ゃな らん とい

う問題 点 がで て くる。

つ ぎ にデ ー タ収 集 方式 の不 確 立 とい うことが ある。 これ は まだ システ ム と し てデ ー タを 一元 的 に

抽 出 す る よ うな そ うい うシ ステ ム構 成 が まだ され てい ない 。 これ ができな い の でデ ー タ収 集 方式 が

まだ確立 され てい ない とい うこ とが ある。

'
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図3経 営計画モデルのために必要な情報(社 内)
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短 期 経 営 計 画

短 期 の経 営計 画 とは、 い くつか に分か れ てい て、 全 部積 み上 っ て、ひ とつ の もの とな る。 ど うい

うものが あるか とい うと、 一 つは基 本 計 画、 そ の 中 には需喪家 の新 設計 画 とい うのが ある。 これ は 、

来 年度新 設 の需 要 家 を何 件 とるか とい うこ とを決 め る計 画 で ある。来 年度 の ガス の販 売 量 をい くら

に した ら よい か、 とい うガス販 売計 画、 ピー ク 日の送 出量予 測 とい うのは、本 当 は ピー ク 日、 ピ ご

ク時 の予 測な の だ が、2月10日 前後 のガ ス とい うの が 一番 消費 され る。 しか も10日 前後 の夕方

の7時 が一番 消費 され る。 ピーク 日の ピー クア ワ ー に どれ位 出 るか、 とい うこ とで、 後 の設 備計 画

が決 まる。 これ は電気 も同 じで あ る。 そ の中 に ピー ク 日の送 出量 とい うもの を予 測 しな けれ ば な ら

ない。

そ の次 に製造 設備 計 画 、 これ を来 年度 の ピーク の送 出量 の予測 に合わ せ て、 い っ たい、 製 造設 備

をい くらつ くった ら よい か、 とい う計 画 で ある。 あ とは ガス のホル ダー計 画 、 これ は 、 ガ ス の送 出

量 とい うのは 時間別 に異 り、 夜 の7時 ごろ が ピー クだ がホル ダ ー が あるの でホ ルダ ー の分 だけ夜 間

にため て ある。 この ため た 分 を夜 は き出 す こ とに な っ てい る。 そ の蓄積 分 だけ の ホル ダ ー容量 がい

る こ とにな る。

以 下 、短 期経 営計 画 の 内容 は下 表 の よ うな もの が あ る。
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4

新 設 計 画

新設 計 画 を特 に取 り上 げ た の は、非 常 に、 シ ステ ム化 しず らい、情報 が集 めず らい とい うこ とで

取 り上 げ た。 新 設計 画 と しては 、下 表 に ある よ うな9項 目、新 設 需要 と しては9種 類 ある 。1番 は

日本 住宅公 団 の都 営 新設 計 画 、 この情報 源 は 、 日本住 宅公 団 、住 宅供給 公 社。 ビル ・マ ンシ ョン の

建 設計 画 、 これ は大 手 デベ ロ ッパ ー、建 築事 務 所 か らの情 報 、宅 地造成 、 分譲 地 開 発 、 これ も大 手

デベ ロ ッパ ー と建 築事 務 所 か らの情 報、 既存 市 街 地 の集 団、 これ を もとに行政 区単 位 の人 口予 測 を
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する。 これ は各 々、 ある地 域 の住 民 か ま とま っ てガス利用 を申 し込 ん で来 る訳 で必 ず しも予 測通 り

行 くとは限 らない。

既 成集 落 とい うのはや は りすで に導 管 が 周 りに引 い てある よ うな ところ で集 団 で申 し込 んで くる。

そ の場 合 で も、導 管 を引 か な くち ゃい けない 場 合 が5で あ って、 導 管 を引 か な くて もガ スを供 給 で

き るのが6、 そ うい う需 要 家形 態 が ある。 そ の他 には、 地域 冷暖 房需 要 等 、 大 口の工 業需要 とい う

のが あ る。

新設需要の形態

① 都営、県営、住宅、 日本住宅公団

イー一一日本住宅公団、住宅供給公社

② ビルマンション

大手デベロッパー、建築事務所

③ 宅地造成、分譲地開発

大手デベロッパー、建築事務所

④ 既設市街地の集団

行政区単位の人 口

⑤ 既成集落(導 管敷設有)

⑥ 〃(導 管敷設無)

⑦ 地域冷暖房需要

⑧ 事務所冷暖房需要

⑨ 大口工業用需要

令

●

情 報収 集 の 困難性

この新 設計 画 に関 し ては、 そ の情 報 収集 が非 常 に困難 で ある。 シス テ ム化 しず らい とい う面 が あ

り、 一つ に はそ の クチ コ ミ方式(FacetoFaceInformationGathering)で ない と情報 の

収集 がで き ない。 住宅公 団 、 住 宅供 給公 社 で計 画 を発 表 して し まった時 には情 報 の価 値 がな くな っ

てい る。 発表 す る前 にデ ー タ と して入手 しない と価 値 が な くな る とい う面 が あっ て、 シ ステム化 し

ず らい、 ビル ・マ ンシ ョンで も全 く同様 、 建築 事務 所 が計 画 を 発表 して しまった ら、 そ の時は も う

遅い。 そ の 前 に、何 とか 顔 の つ なが りか何 かでそ のデ ータ ー を入 手 した い。 これ が短期 経 営計画 の

中 の新 設計 画 の情 報 の収集 の困 難性 で あ る。
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器具販売計画

① 器具の普及率

② 〃 買替率

③ 〃 市販率

市場調査

〃

〃

?

普 及 率 率 とは、今 どの 位器具 が普及 してい るか、 買替 率 とい うのは、同 じ器具 を買 換 え る人 が ど

の位い るか、 市販 率 とい うのは、 東京 ガ ス以 外 の市販 の器具 が どれ位 あ るか、 とい った情 報 、 そ う

い うもの は社 内情 報 で は得 られ ない か ら全 部市場 調査 を して い る。

短期経 済 計 画 の問 題 点

① 外 部 情報 の依 存 度 が高 い ため、経 験 、勘 に頼 ってい る もの が多 い。

この うち、 あ る程 度 までは、 小地 域情 報 シス テ ム等 で補足 で きる もの もあろ うが ロー カル な

課 情報 の シ ステ ム化 は難 しか ろ う。

② 内 部情 報 は、 販 売 戦略 には活 用 で きな い もの がほ とん どで ある。

'

結 局、経 営 情報 フ ァイル と して、3の 計画単 位 を見 てい る と、 や は り外 部情報 の依 存度 がだ いぶ

高 い。

生 産 計 画 だけ は、 内 部情 報 だ け でLPモ デ ル で とけ る。 そ の他 の ことは、 ほ とん ど外 部情報 で、

経 験 とか、 勘 とか、 クチ コ ミ方 針 で や ってい か ない と、 とて も情報 が得 られ な い とい うの が多い 。

これ に対 応 す る方策 と しては、 い わ ゆ る、 メ ッシ ュで区切 った小 域 情報 シ ステ ムみ たい な もの がで

きれ ば 、 この うち か な りの もの が充 足 され る。 しか し、本 質 的 な ものはダ メで あろ う。 情 報 の迅 速

性 とい う面 か ら見 れ ば、 とて も対 応 でき るもの はな いだ ろ う。企 業 の内 部情報 とい うの は、集 め て

みて も、 前向 き の戦略 には 全然 使 え ない。

最 後 に、 経 営 計 画 フ ァイル を分散 化 して持 っ てい く場 合 に、 い っ たい その各 計 画単位 毎 に ど うい

う情報 がい るか、 とい うこ とを図 に示 した。

上 側 が計 画 単 位、 下 側 が そ の情 報 源 で ある。

現在 、 このモ デル に対 応 す るフ ァイル を作 ろ うと計画 中だ が、情 報 と して の使用 目的 が確 立 しな

い とフ ァ イル を作 っ て も意 味 が な い。

す なわち 、計 画 が しっか り固 り、 モデ ル が ある程度 定着 してい る ものに関 して作 っ てい かな くて

は な らない だ ろ う。 そ うす る と、 我 々が今 の とこ ろ手 がけ て い くの は ガス の販 売計 画、製 造計 画、
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これは も うで き てい る。 あ と、人 員 、計 画 、 そ の辺 が一 つの当 面 目ざ し てゆ く方向 にな っ てい る。

全 体 として の社 内情 報 を ま とめ る よ うな経 営情 報 フ ァイル とい うもの は、 当 面は とて もで きない の

で は ない か。 目的 が は っき りしな い ままに作 って しまっ て も、 おそ ら く何 が何 だ か わか らない もの

に なっ て し ま う。 モ デル が きち っ と してい る もの は、 そ れ に対 す る情報 も明確 にな る し、 情報 の と

りだ し方 も きち っ とで き る し、 情報 サ ー ビ ス もで き る。 逆 の場 合、 情報 フ ァ イル は 一度 には とて も

で きな い。

●

、
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あ と が き

一 デ ー タバ ン ク及 びデ ー タ開発 研 究 の回 顧 一

こ の報告 書 は昭 和47年 度 と48年 度 の2年 間 の デ ー タ開発 委 員会 の結 論

であ る と と もに、 そ の 以 前 の44年 度 か ら3年 間 研 究 を行 っ て きた デ ー タバ

ンク研 究 の最 終結 論 に も該 当 す る。 した が っ て、 この5年 間 の研 究経 過 をふ

り返 っ てみ て、 そ の 問題 点 を率 直に記 録 して お くの は 、 この報 告 を理 解 し て

頂 くた めに 意義 が あ る と考 え られ る。

デ ー タ バ ンクの 研 究 を始 めたの は、 当 時 世 に喧 伝 され て い たMISを 実 施

に移 す た めに、 そ の基 盤 として デ ー タバ ンク を必 要 とす る と考 え られ た か ら

であっ た 。

しか し、 デ ー タ バ ンク とは何 か 、 また そ の研 究 の 進 め 方 に苦 慮 し、 研 究 委

員会 を組織 す る前 に学 識 経 験 者 の 懇談 会 を3回 開 催 し、 実情 紹 介 を中心 と し

て 自由討議 を行 っ た。(昭 和44年10月 デ ー タバ ン クを め ぐる討論 参 照)

研 究 委 員会 と しての最 初 の 活動 は、 昭 和44年12月6、7日 に シンポ ジウ

ムを開 催 した こ とで あ る。 これは委 員 会 の メ ンバ ーの 外 に、 赤 司 正記(日 本

経 済 新 開)、 伊 大 知 良太 郎(一 橋 大学)、 今井 賢 一(一 橋 大 学)、 中園 道 男

(野 村 総 合研 究 所)、 武 藤 正夫(日 本 長 期信 用 銀 行)等 の諸 氏 に 討論 に参 加

して も らい、 非 公 開 で2日 間泊 りこみ現 状報 告 を も とに徹 底 した 討論 を実 施

した。 この時 の議 論 の草 は情 報 価値 の理 念 が確 立 し なけれ ば、 デ ー タバ ンク

は成 立 し得 ない で あろ うとい うこ とで あっ た。(研 究 資料%1デ ー タバ ン

ク シ ンポ ジ ウム参 照)

続 い て、 昭和45年3月 に ア メ リカの デ ー タバ ン ク実情 調 査 の ため に調 査

団 が 派遣 さ れ た。 この チ ー ム は何 で も 見てや ろ うの精 神 で各 方 面 を精 力 的 に

歩 き回 っ た。 理 想 として設 計 し よう とす るデ ー タバ ン クか ら 見れ ば、 ア メ リ

カで もいま だ過 渡期 にあ る ものだ が、 デ ー タ ・マネ ジ メン ト ・シス テ ム の技

術 あ るい は オ ン ライ ン ・シス テ ムの普 及 等 では 、 わ が国 とは 格 段 の差 の あ る
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こ とを確 認 した。(研 究 資 料%2ア メ リカの デ ー タバ ン ク参 照)

これ らの研究 の 結果 、44年 度 中間報 告 では(1)シ ス テ ム開発(2)情

報 の価 格 形 成(3)情 報 ネ ッ トワー クの3つ の 問題 提 起 を行 った 。(研 究 資

料%3デ ー タバ ンク研 究 に関 す る中間 報告 参 照)こ の 段 階 に お い て、 最大

の問 題 点 は各 委 員 の デ ー タバ ン ク に対 す る イ メー ジが そ れぞ れ違 った まX研

究 が進 め られた こ とで あっ た。

2年 目の 昭和45年 度 も ヒヤ リングや文 献調 査 に よる事 例 研 究 が 重要 視 さ

れた。 と くに、 高 瀬委 員 か ら提 案 され た カル フ ォル ニ ア州 の デ ー タバ ンク に

注 目し、 同 州の 財 務 長 官特 別 補 佐官M.F.マ ク ドナ ル ド氏 に調 査委 託 を行 っ

た。 同 氏 は下記 の2報 告書 を46年2月 に提 出 した。

1.PublicSectorDataBankandDataProcessinginCalifornia

2.TransportationPlaminginCaliforniaandtheUnitedStates

マ ク ドナ ル ド氏 は46年4月 に、 東京 の研 究 委 員会 に出席 し、 上記 報 告 に

つ き討 論 を行 った 。 当 時 カル フォ ルニ ア州 の情 報 シス テ ムは わが 国 で も有 名

で あっ たが 、実 際 に その 設計 と実施 に 当 っ た人 が、 如 何 に根 気 の い る、泥 く

さ い努 力 を して い る か に、 委 員 た ちは 大 き く評 価 した。(研 究 資 料 拓5カ

ル フォル ニ ア州 の デ ー タバ ン ク参 照)

45年 度 の研究 報 告 は、 日本 とア メ リカの デ ー タバ ンク事 例 の と りま とめ

と評価 を行 なっ た。 ま た、 デ ー タ バ ンク に関 す る技 術 理 論 の集 大 成 を試 み た

が、 これは 中井浩 委 員 の御 尽 力 に よる もの で あっ た。(研 究 資 料!15.6デ ー

タバ ンク研 究 報告 参 照)

3年 目(46年 度)に 入 っ て、 デ ー タバ ンク研 究 の進 め方 に つ い て、.委員

間 に、 もっ と基礎 的 な研 究 を続 け るべ きだ とい う意 見 と、 この よ うな 問題 は

実 践 を通 して研 究 を 行 うの が適 してい る とす る意 見の 論 争 が あ った 。 い ず れ

に して も、 今 ま で の研 究 成果 を発 表 す るた め に、47年2月22日 か ら3日

間 、 「デ ー タバ ンク の設計 と運 用 」 と題 した シ ン ポ ジ ウ ムが開催 され た。 数

多 くの聴 衆 が 参 加 さ れ、 ま たそ の質 問 か らデ ー タ バ ン クが現 実 の 関心 事 で あ
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る こ とを知 る こ とが で きた。(CUDIイ ンフォ メーシ ョン19724月 号

参 照)

4年 目(昭 和47年 度)か らは デ ー タバ ンク研 究 委 員会 を改組 してデ ー タ

開 発委 員会 を組 織 した。 これ は デ ー タ バ ンク の研 究 に結論 が 出来 て 、 次 の研

究 テ ー マ に移行 す る こ とを意味 す る もの では なか っ た。 む しろ、 結 論 を急 ぐ

よ りも原 点 に戻 っ て考 え 直す べ きで ない か、 つ ま りこれ ま での デ ー タバ ン ク

研 究 で は、 デ ー タは所 与 の もの と して研 究 を進 め て きたわけ で あ るが 、 今 度

は デ ー タそ の もの の解 明 に取組 む こ とに な っ た。

この 視 点 か ら研 究 を始 め てみ る と、 利 用 者 のデ ー タ ・ニ ーズ を満 す た め に

は 、 デ ー タの収 集、 蓄 積 さ らに利 用 ま でを一 貫 的 に 研 究対 象 と しな けれ ば な

らな くな った。 した がっ て、 デ ー タ開発 を広 義 の 意 味 で捕 え、 それ を 実 現す

るた めの 問題 点 を整理 し、体 系 づ け て一 つの フ レ ー ム ・ワーク にま で ま とめ

た のが47年 度 の研 究 報 告 で あっ た 。(デ ー タ開 発研 究報告 昭和48年3

月参 照)こ の報 告 書 は よ く消化 され てい な い き らい は あるが、 デ ー タ問題 の

解 明 に と りかXる 姿 勢 や 手順 を示 す もの と して意義 が あっ た と思 う。

5年 目(昭 和48年 度)に なっ て、 漸 く委 員 の 間 に デ ー タバ ンクに 対 す る

イ メー ジが変 っ て きた。 これは デ ー タ問題 に取 組ん でみ て、 オ ール マ イ テ ィ

的 な デ ー タバ ンクの 非 現 実 さ に気 づ いた か らで あ る。

総合 的 デ ー タバ ンク の構 想 は 、す で に わが国 で も幾 つか 発表 され、 世 間か

らそ の 実現 を期 待 され て い る。 しか し、 当研 究 委 員会 としては 、 む しろ そ の

逆 方 向 に あ るネ ッ トワ ーク につ な が る分散 型 デ ー タバ ンクが、 今後 の デ ー タ

バ ン クの あ り方 で あ る とい う結論 に達 した。 デ ー タバ ンク は ファ イル の 相互

利 用 を前提 と した社 会 的流 通 シス テ ムそ の もの だ とす る認識 を得 た わ け で あ

る。 この結 論 に達 す るま で に5年 間 の道 草 を した と もい え よ う。

本報 告 に 見 られ る よ うに、 デ ー タ開発研 究 の到 達 点 は利 用 者 に とっ て利 用

価 値 の高 い情報 シス テ ムの実 験 とい う こ とに な っ た。 こSで は 企業 情 報 シス

テ ムの例 を と りあげ た が、 これ は た また ま よい 実験 材 料 が あっ たか ら採 用 し
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た にす ぎな い ので あっ て、 そ の ほ か に も生活 ベ ース の社 会 関 連情 報 システ ム

も検討 した の で ある。 世 間 に公表 さ れ てい るパ ブ リ ック ・デ ー タ ・フ ァイル

と、 時球 情 報 や機 密 情報 を必要 とす るプ ライ ベ ー ト ・デ ー タ ・フ ァイ ル を結

びつ け て利 用 で き る こ とに よっ て、 利 用 者 は デ ー タニ ー ズ の満足 に格 段 の 前

進 を 見る こと にな ろ う。

上記 の よ うに、5年 間 の研 究 経 過 は試 行 錯誤 の道 で あっ た。私 た ちの研 究

委 員会 は企 業 や団体 での デ ー タ利 用 者 、 統計 学 者 そ れ に コ ン ピュ ー タ技 術 者

か ら構 成 さ れ、 古 いけ れ ども新 しい デ ー タ問題 につ き、 社 会 的 に、 技 術 的 に

あ らゆ る角 度 か ら検 討 を加 え た。 したが っ て、大 ぶ ろ しきを拡 げ た問題 提 起

を行 っ て きた が、最 最後は デ ー タバ ンクの 理 念 を確立 し、 そ の運 用 の た め に欠

くこ との で きない 「パ ブ リック ・デ ー タ ・フ ァ イル とプ ライベ ー ト ・デ ー タ

フ ァイ ルの 結合 」 に しぼ っ て、 実 験 を試 み た もの であ る。

この技 術 の完 成 と実 用化 は 今後 の 課 題 と して残 され て い る。
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